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日頃より埋蔵文化財の保護、活用に関しまして深いご理解とご協力をいた

だき、厚くお礼申し上げます。

延岡市教育委員会では、今年度まで東臼杵農林振興局の委託を受けて、北

方町上崎地区内に所在する埋蔵文化財調査を実施しました。本書は、その報

告書です。

本書の刊行を通しまして、地域の文化財に対する理解と認識が、ますます

深まっていくことを願 うとともに、今回の成果が社会教育・学校教育等で広

く活用されれば幸いに存じます。

最後になりましたが、事業の推進にあたってご協力をいただきました市民

の皆様をはじめ、ご指導ご助言をいただきました宮崎県教育委員会文化財課、

東臼杵農林振興局、上崎区など関係機関の皆様に対し、こころより感謝申し

上げます。

平成 20年 3月 31日

延岡市教育委員会

無 長  町田 訓久



例

本書は、旧北方町教育委員会である平成 12年 8丹 1日 から、合併後の延岡市教育委員会に

引き継いで、平成20年 3月 19日 まで東臼杵農林振興局の委託を受けて実施 した理蔵文化

財発掘調査の報告書である。

調査は、延岡市叛育委員会が主体となり、同北方教育課主査 小野信彦が担当した。

本書に使用 した遺構・遺物の実測・ トレース・図面作成は、小野信彦、阿部有美子、甲

斐美智代、佐藤きみゑ、橋本継美、原田洋子、藤本千鳥、森有美が行なった。

現場及び遺物の写真撮影は、小野が行つた。

方位は磁北を示 し、本書に使用 したレベルはすべて海抜高である。

本書の執筆・編集は、小野が行った。

本書で使用した写真・図面については、延岡市教育委員会で保管している。

出土遺物は、延岡市教育委員会にて保管しており、今後展1示公開の予定である。
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は じ め に

1.調査 に至 る経緯

上崎地区遺跡は、延岡市北方町上崎辰地区で行われている農地保全整備事業等に伴って発

掘 された遺跡の総称である。

東臼杵農林振興局では、事業最終年度に当たる本年度も上崎地区において農地保全整備事業を

計画し、工事予定地内の埋蔵文化財についての照会を、平成 19年 4月 9日 付けで延岡市教育委員

会に行つた。

工事予定地内の一部は、昨年度の確認調査をうけて本調査をすることになっていたが、新たな

工事ヶ所については改めて確認調査を行なった結果、遺跡と判断されなかったためそのまま工事

実施となった。

今年度の本調査は、8月 5日 から 10月 12日 にかけて実施 し、引き続き整理作業及び報告書作

成作業に入つた。

発掘調査報告書作成作業は、困難を極めた。平成 17年 9月 6日 に宮崎県に大きな被害をもたら

した台風 14号により、五ヶ瀬川が氾濫 し庁舎 1階が完全に水没、その後しばらく災害復旧作業に

追われた。上崎地区遺跡関係では、書類・遺物も一部被害を受け、整理作業室を会議室として利

用する為に資料を小学校の空き教室や民俗資料収蔵庫に積み込んだため、関係図面 。写真・遺物

等の復元にも時間がかかつた。

しかし、合併により延岡市の資料整理室を間借 りすることができ、上崎地区遺跡以外の資料に

ついては、廃園になった市の幼稚園施設跡に移動 して整理スペースを確保 した。また、図面整理

や図面の縮小コピー等電気設備が整った作業室を確保 してから比較的スムーズに進んだ。

発掘調査は、当初農林振興局と旧北方町農政課より提示された条件を基に行なつていたため、

調査面積も過大で期間も十分ではなかったが、合併後は十分な打合せの元に行 うことができた。

平成 12年度から今年度まで行なった調査は、以下のとおりである。 (国庫補助事業に伴 う試掘・

確認調査は除く。)

1次調査 平成 12年 8月

2次調査 平成 13年 8月

3次調査 平成 15年 1月

4次調査 平成 15年 9月

5次調査 平成 16年 7月

6次調査 平成 17年 12月

7次調査 平成 19年 1月

8次調査 平成 19年 8月

上崎地区遺跡では、8年間にわたつて 24ヶ所の調査 (国庫補助事業を含む)を実施 してきた。

それぞれの調査について、詳細に報告しなければいけないのであるが、期間・紙幅等の関係で遺

構を検出した調査区を中心に報告 している。遺物は、包含層や遺構に伴 うものの中から主なもの

を取 り上げた。一括資料、その他の遺物は、特徴的なものを取 り上げた。

また、同地区では、個人の農地改良工事や農・林道・市道 (旧 町道)拡幅工事に伴っての事前

調査を行い、多くの成果を得ている。これは、県営農地保全整備事業に伴 う調査よる文化財保護

啓発意識が、広く上崎地区に浸透 したことも大きく影響している。

当地区の発掘調査事業は、文化財保護の観点から言えば、調査後に工事に先立って現地説明会

等を実施 し公開しなければいけないのが本来の姿であるが、工事期間の関係で、7次調査でよう

やく中学生の職場体験学習による発掘体験を行なつた以外は実施 していない。

1日 ～平成 13年 3月 20日    1,800だ
1日 ～平成 14年 3月 20日    1,860だ
15日 ～平成 15年 3月 20日    980ポ
1日 ～平成 16年 3月 19日    835ピ
30日 ～平成 17年 2月 25日    835ピ
26日 ～平成 18年 2月 15日   300♂
19日 ～平成 19年 3月 16日    200♂
7日 ～平成 20年 3月 21日     200♂



2.調 査 の組織

調査の組織は、以下の通 りである。

調査主体  北方町教育委員会 (平成 18年 2月 19日 まで )

教育長       河野達也 (～ 平成 14年 6月 30日 )

中 利幸 (平成 14年 7月 1日 ～ )

社会教育課長    高見和嗣郎 (平成 12年 度 )

亀長 馨 (平成 13年 度～平成 15年 度 )

甲斐 淳― (平成16年 度 )

緒方 尚志 (平成 17年 度 )

庶務担 当   課長補佐      藤 田 統三 (平成 12～ 平成 15年 度 )

甲斐 克則 (平成 16年 度 )

鬼塚 重敏 (平成 17年 度 )

調査担 当   文化財係長     小野 信彦

調査主体  延岡市教育委員会 (平成 18年 2月 20日 ～ )

教育長       牧野 哲久 (～ 平成 19年 9月 30日 )

町田 訓久 (平成 19年 10月 1日 ～ )

教育部長      由良 公 明

文化課長      渡邊 博吏

北方教育課長    緒方 尚志 (～ 平成 19年 3月 31日 )

大村  望 (平成 20年 4月 1日 ～ )

文化課課長補佐   九鬼  勉 (～ 平成 19年 3月 31日 )

(兼文化財係長 )

文化課課長補佐   大島 紀世子 (平成 19年 4月 1日 ～ )

北方教育課長補佐  鬼塚 重敏

文化課文化財係長  赤星 清次

庶務担 当   文化課文化振興係主任主事 松岡 直子

北方教育課社会教育係長  春 田 清子

調査担 当   北方教育課社会教育係主査  小野 信彦

調査指導   宮崎県文化財課

調査協力   宮崎県東 臼杵農林振興局農地整備課、宮崎県埋蔵文化財セ ンター、

宮崎県総合博物館、宮崎県立西都原考古博物館、宮崎県市町村埋

蔵文化財担 当者、農地保全整備事業上崎地区推進協議会及び地元

関係各位
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3.位 置 と歴史的環境

本遺跡が所在する延岡市北方町は、宮崎県の北部に位置し、南は門川町・美郷町北郷区、西は

西日杵郡 日之影町、北は大分県佐イ白市と境を接する。南部を九州山地に源を発する五ヶ瀬サ||が 流

れる。北には 1,000m級 の大崩山・鬼の目山などの山々が連なる。町域面積のほぼ 89%を山林が

占める農林業主体の町であるが、平成 18年 2月 20日 をもつて延岡市と合併することとなった。

南部の五ヶ瀬川流域や曽木川流域には、阿蘇溶結凝灰岩の台地や河岸段丘が発達しており、遺

跡の大部分が集中する。

旧石器時代の遺跡には、AT層下位より石核等が出土した矢野原遺跡や半船底型細石核と隆帯

上に爪形文を施 した土器が共伴 して出上した岩土原遺跡がある。特に矢野原遺跡では、AT層上

位より礫群の外、ナイフ形石器や剥片尖頭器を含め約 3,000′点にも及ぶ遺物が出上している。A
T層下位では、数点のスクレイパーと剥片が出土している。石材は水晶、流紋岩、砂岩等である。

縄文時代早期では、矢野原遺跡、蔵田遺跡等で押型文土器・集石遺構が、曽木原遺跡で連結土

坑が検出されている。前期では笠下下原遺跡で轟 B式上器・曽畑土器等が、中期では笠下遺跡等

で船元式上器がしている。笠下下原遺跡では、集石遺構も検出されている。後期では菅原洞穴で

鐘ヶ崎式土器等が、晩期では南久保山小堀町遺跡、川水流遺跡等で黒色磨研土器が出土している。

弥生時代では、昭和 28年に北方町から板付Ⅱ式上器と思われる土器片が採集 されて、宮崎大学

に保管されている。後期初頭になると表採品であるが、瀬戸内系土器の移入が見られる。弥生時

代終末期から古墳時代初頭にかけての竪穴住居跡が、笠下遺跡、蔵田遺跡、打扇遺跡、早日渡遺

跡等で検出されている。遺物には、甕・壺・高イ・ ミニュチュア土器・石庖丁等がある。

古墳時代では、後期の箱式石棺が矢野原・駄小屋・後曽木等で発見されている。昭和 12年に県

指定史跡 となった『北方村古墳』も、後期箱式石棺群の一つである。

奈良 。平安期では、速 日峰地区遺跡や南久保山小堀町遺跡等で、若干の遺物が出土している程

度である。中世になると、町内各地で六地蔵や二輪塔等が散見される。中世山城跡 として、蔵田

城や仲畑城があるが、地名などからまだ多くの山城が存在するものと思われる。笠下遺跡、速 日

峰地区遺跡等では祭祀遺構が検出され、備前焼のす り鉢や明銭等が出土している。

近世は延岡藩領 となり、木炭生産や鉱山開発が盛んに行われ、明治新政府へと引き継がれた。

江戸時代から明治時代にかけて、北方地区では日平鉱山をはじめ猿渡鉱山、槙峰鉱山等の鉱山

開発が積極的に行われた。特に、三菱に経営権が移つてからの槙峰鉱山は、明治 33年 (1900)

以降に発電所建設や技術革新が積極的に行われ、格段の活況を呈した。鉱山の賑わいは、北方地

区の生産基盤になるなど、経済的効果はもちろん文化面での影響も多大なものがあった。

昭和 42年 (1967)イこ鉱山が閉山すると産業構造も大きく変化 し、現在では、国指定史跡で在

る比叡山・矢筈岳をはじめとする自然景観のすばらしさを生かした登山 。ロッククライミング、

キャンプ、渓流を利用したヤマメの養殖、スキー場・風力発電等を兼ね備えた総合レジャー施設

ETOラ ンド速 日峰等の観光資源にも力を入れている。

平成 18年 2月 20日 、北方町・北浦町は延岡市と合併 し、19年 3月 31日 には北川町とも合併

して九州で 2番 目に広い市域を有する新生延岡市となった。

市域の拡大とともに交通網も着々と整備されつつあり、よリー層の交流が深まることによって

今後更なる発展が期待できる。
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延岡市北方町遺跡分布図 (1/100,000)



需
一‐

名 称 所  在  地 極    乃Щ 時 有

上鹿川東の内遺跡 上鹿川(東の内)申 教布地 纏 寸 ～
‐IP廿 一部 日之影町側へ分布が広がる

2 比叡山 菅原未 亘指定名称 日之影町矢筈岳と合わせて指定
3 菅原洞穴。菅原遺跡 菅原未 散布地・洞穴漬跡 旧石器～中世 昭和41年南九州短大により調査
4 瞑峰遺跡 模峰未 散布地 絡 す ～ i斤代 鉱山跡

篤々 地遺跡 美々地未 散布地 縄文～中世 中世山城の可能性
三ヶ村桑の木遺跡 三ヶ村 (桑の木)午 散布地 中世～近世 備前焼のすり鉢と多量の古銭が出土
三ヶ村内の口遺跡 三ヶ村(内の口)午 散布地 中世～近世

上中尾遺跡 藤の木 (上 中尾)西 散布地 中世～近世 和鏡5面と明銭2枚が出土
大保下遺跡 板上 (大保下)亥 散布地 中世～近世

1 石上遺跡 板上 (石上)亥 散布地 中世
～

近世

11 股上遺跡 股 (二股上)茂 散布地 中 世 ～ 折 廿

1 唐立遺跡 股 (唐立 亥 中世～近世
1 樫原 遺卵 二股 (樫原)亥 k布地 縄文～中世 平成4年確認調査、一部消滅

屋形原遺跡 板下 (屋形原)成 散布地 儒 X～ 耳
世 と

1 阪ヶ平遺跡 板下く板ヶ平)戊 散布地 縄文～中世
1 /ヽ す泉皆脈 板下 (小原)成 集落跡 儒 X～ 甲 亡 平成5年確認調査、一部消滅
17 篠の木桑水流遺跡 藤の木 (桑水流)西 毛落跡 世 5年確認調査、一部消滅
1と 電払遺跡 人峡 (尾払 午 lJ i世 ～ 道 世

1 人峡遺跡 /(峡午 i生～涯世 首16Y自 顔

2( 松舟遺跡 ア(峡 (松舟)年 t布地 中世～近世

21 隆畑遺跡 推畑未 散布地 籠文～所世 多木遺跡 (旧名)を変更
2乏 城遺跡 早上 (城)巳 中 世 山 城 籠文～所世 山城の大部分は削平されている

久保遺跡 早上 (久保)巳 散布地 籠文～所世

荒平遺跡 早上 (荒平)巳 散布地 鱈 す ～ 折 fr

2[ 灯扇遺跡 早中(打扇)巳 集落跡 旧 石 器 ～ ナ 世 ～12年調査、一部保存
2て 早 日渡遺跡 早 日渡巳 集落跡 旧石器 ～所世 平成2年～12年調査、一部保存

矢野原遺跡 蔵 田 (矢野原 辰 集落跡 旧石器～近世 三調査、一部消滅
載田還卵 蔵 田辰 室 疲 跡 旧石器～近世 年～平成5年調査、一部消滅
載田城 蔵 田辰 士山 中 汁 猟等が艮好に残る

訳小屋遺跡 蔵田(駄小屋)辰 布 旧石器～近世
lllJ I I I浩 跡 蔵 田 (地山)辰 す～干汁 平がや年調査、一部消滅
戸の上遺跡 蔵 田 (辰)戸の上 〔布 IHI・ 石 1日 石 世 石 縫i群は消滅

上崎地区遺跡 上崎辰 平 ∫ 12年度～19年度まで調査、一部消滅

給木谷遺跡 頻越 (船木谷)子
隠繊 浩 跡 網 繊 子

川水流潰跡 川水流卯 十日石 世 中世山城の可能性、一部消滅
東原潰跡 川水流 (東原 ) 子llll 1日 石 世 一部 ¥自 楓

打久保 山小堀町潰跡 面 次 保 II(ノ Iヽ餌 BT】 子 尾落助 1日 石 世 濁もY自 ウ硯

十郎ヶ尾潰跡 南久保山 (十郎ヶ尾)子 散布地 隠 文 ～

ν「瀬遺跡 曽木⑫,瀬 子 散布地 縄 更 ～

1ヒ久保山潰跡 北 久 保 山 子 散布地 編 X～ 古 tr

猪渡潰跡 願繊 (猪渡 子 集落跡 儒 I～ 古 tr 一 洲 V自 瑕

上畑潰跡 願越 (上畑)子 散布地・中世 山城 儒 X～ 甲 tr 西雨戦争時に再利用
仲畑城跡 願 ,こヴこ(イ 子 中世山城 中世 堀等が残る

帥畑潰跡 願越 (神 子 散布地 儡 更 ～ す tr

壱丁鐘漬跡 曽木 ( 丁‐
一

子 石 棺 群 古墳 県指定北方村古墳 1号墳
後曽木漬跡 曽 木 ( 曽木 子 散布地・石棺群 古lR~ 県指定北方村古墳3号墳
笹原潰跡 曽木 (笹 ,

屎

一
子 散布地 儒 夏 ～ ■Tr世

荒谷潰跡 曽木 (荒谷 子 散布地 燎 更 ～ ■TT世 一 那 泊 楓

曽木原漬跡 曽木 (曽 ! 子 散布地 旧 石 器 ～ 折 世 一洲 YttY厩

失谷潰跡 曽木 (深谷 子 散布地 旧石器～近世 一 訃 Y自 顔

き城漬跡 曽 太 r 年城|子 散布地。中世山城 旧 石 器 ～ ijT世 一部消滅

中野漬跡 曽木 (「 予 子 散布地 燎 更 ～ JJT世 一 部 泊 楓

黒仁 田潰跡 曽木 (黒 二 田 子 散布地 鰈 更 ～ ガ 世

隆現原潰跡 角 田 ( 丑 散布地 鰈 更 ～ ガ 世 一 部 泊 楓

角田潰跡 打田 丑 散布地。中世山城 縄文～近世 上屋敷・下屋敷・垣内の地名が残る

角田上ノ原潰跡 田 (上ノ 〔)丑 散布地
足鋤遺跡 1田 (チ予

`

丑 散布地

下崎遺跡 打田 (下山 丑
一

散布地

中山遺跡 || U 散布地 鶴 X～ 世 消滅

上国下潰跡 (上 田 下 雲 散布地 偲支～折世 一部 ¥自 Y厩

岩土北平漬跡 ( )寅 散布地 旧石器～近世

岩土原漬跡 Υ
一

散布地 旧石器～近世 昭和44年雨九州短大により調査

翌 下 漬 跡 争 散布地 鰈 更 ～ JITtr 一部消滅
蔭尾原漬跡 笠下 (松尾原 散布地 旧石器～近世

擦ノ木谷潰跡 笠下 (藤ノ木猪 散布地 旧石器 ～折世 一部消滅

『
木原潰跡 笠下 ( 散布地 旧石器～近世

灰ノ越遺跡 笠下 (炭 ノ 集落跡 1日 ヌξl ～ 歯 tr

笠下下原遺跡 笠下 (下タノ原 寅 散布地 1日 石 世 下原は通称名
笠下黒原遺跡 笠下 (黒原)宣 散布地 1日 石 世 一部消滅

7 笠下山口原遺跡 笠下 (山 口原)寅 1 1日 石 ～近世 司
一

;消滅
7 笠下 (ゴルフ場)漬跡 笠下 (塩 田 外)宣 旧 石 器 ～ 世

2 延岡市北方町遺跡一覧表
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引 用 ・ 参 考 文 献

1.田 中茂『東臼杵郡北方村先史遺物地名録』北方村教育委員会 昭和 34年 (1959)

Z 田中茂『東臼杵郡北方村の古墳』北方村教育委員会 昭和 37年 (1962)

3。 日本考古学協会洞穴遺跡調査特別委員会『 日本の洞穴遺跡』平凡社 昭 45年 (1970)

4.鈴木重治「本邦における土器起源に関する研究―岩土原遺跡の調査を中心に」

『南九州大学園芸学部研究報告』第 3号・別刷 南九州大学園芸学部 昭和 48年 (1973)

5。 北方町史編纂委員会『北方町史』北方町役場 昭和 47年 (1972)

6.宮崎県教育委員会『宮崎県の文化財』昭和 52年 (1977)

7.北方町教育委員会『北方町あの村この里』―古老が語る今と昔― 昭和 55年 (1980)

8。 江坂輝弥・芹沢長介・坂詰秀一編『 日本考古学小事典』ニューサイエンス社 昭和 58年 (1983)

9.角川書店『角川 日本地名大辞典』 45宮崎県 昭和 61年 (1986)

10.北方町教育委員会 「笠下遺跡」『北方町文化財報告書』1(1986)

11.北方町文化財保護審議会『北方町の古跡を訪ねて』 平成元年 (1989)

12.宮崎県『宮崎県史』資料編考古 1 ぎょうせい 平成元年 (1989)

13.北方町教育委員会『槙峰鉱山史』 平成 4年 (1992)

14.宮崎県『宮崎県史』資料編考古 2 ぎょうせい 平成元年 (1989)

15.宮崎県『宮崎県史』資料編近世 2 ぎょうせい 平成元年 (1989)

16.松村明監修『大辞泉』 小学館 平成 7年 (1995)

17.宮崎県教育委員会 「打扇遺跡・早日渡遺跡・矢野原遺跡・蔵田遺跡」『一般国道 218号線バイパス建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』 (1995)

18.平凡社『宮崎県の地名』一 日本歴史地名体系 46巻 平成 9年 (1997)

19.北方町史第 2巻編纂委員会『北方町史第 2巻』北方町役場 平成 ■年 (1999)

20.延 岡市教育委員会『延岡の史跡と文化財』発行年不明

21.宮崎県教育委員会『宮崎県中近世城館跡緊急分布調査報告書 I』 平成 10年 (1998)

22.宮崎県教育委員会『宮崎県中近世城館跡緊急分布調査報告書Ⅱ』平成 ■ 年 (1999)

23.北方町教育委員会 「町内遺跡詳細分布調査報告書」『北方町文化財報告書』23(2004)
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3 上崎地区遺跡周辺地形図 (1/30,000)

-7-



容の

1.調査の概要

本遺跡が所在する上崎地区は、標高 868mの速日峰から派生した尾根の端部に位置し、「原」「上ノ

原」と呼ばれる阿蘇溶結凝灰岩で形成された台地上あるいは傾斜地を利用して果樹 (みかんやもも・

なし等)の栽培が盛んである。このため、多くの調査区は包含層下の地山部分まで削平を受けていた。

また、工事の多くが排水路工事等によリアカホヤ火山灰層をやや削る程度の軽微なものが多かったた

め、遺構の検出は少なく、遺物も埋土中に含まれる一括資料のほうが、発掘調査で出土するものを上

回つている状況である。

農地保全整備事業に伴って発掘調査を行なつた 24ヶ所の内、多くの制限を受けた調査であったた

めか、遺構が検出された調査区は 8ヶ所に過ぎない。しかし、これまで同地区において地元有志等に

よる表面採集でいくつかの遺跡が知られている以外、本格的な埋蔵文化財調査は皆無であったことを

考えると、剥片尖頭器の出土、縄文時代早期の集石遺構や弥生・古墳時代の竪穴住居跡の検出例は一

定の成果といえよう。

また、県営農地保全に伴 う発掘調査事業の影響により、他の開発 (個人農地改良事業、市道・農道 。

林道改良事業)に伴う事前の照会が行われるなど、文化財保護に関する啓発効果は十分に現れている。

調査区 調査年度 検 出 遺 構 出土遺物 備   考

1 なし なし

2 なし なし

3 なし なし

4 なし なし

5 土坑 石器・土器

6 竪穴住居跡・焼土集中部 石器・土器 翌穴住居跡は一部のみ調査

7 2 なし 石器・土器

8 3 な し 石器 。土器

9 4

7

なし 石器・土器

石器・土器なし

竪穴住居跡・土坑・焼土集中部 石器・土器 翌穴住居跡は1部のみ調査

なし なし

竪穴住居跡。土坑・道路遺構 石器・土器 道路遺構は諸塚住還の一部

堅穴住居跡。土坑・集石遺構 石器・土器 竪穴住居跡・土坑・集石遺構は一部のみ調査

なし なし

5 なし 石器・土器

17

18

7 竪穴住居跡 石器・土器 竪穴住居跡は一部のみ検出

4 なし 石器・土器

9 なし 石器・土器 アカホヤ火山灰層が良好に残る

7 なし 石器・土器 同辺で遺物表採 (個人蔵 )

4 なし なし

22

23

4 なし なし

石器・土器2 竪穴住居跡・土坑・溝 竪穴住居跡・土坑・集石遺構は 一部のみ調査

2 な し 宝永通宝

4.上崎地区遺跡調査一覧表
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5,調査区位置図 (1/6,000)
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6 上崎地区の文化財位置図 (1/6,000)

-10-



2.基本層序

上崎地区遺跡の基本層序は、ほぼ以下の通りである。工事の都合で、Ⅵ層上面までの調査がほとん

どである。五ヶ湖 |1流域の阿蘇溶結凝灰岩台地の上では、この層序で比較的安定している。上鹿川東

の内遺跡や三ヶ村遺跡などの山間部や支流の上 。中流部では、阿蘇溶結凝灰岩関係の地層が発達せず

に、四万十帯の砂岩層あるいは花闘斑岩の岩盤の上に薄い包含層が見られる。

I層…表土層 (約 20 cIIl)

Ⅱ層…茶褐色土層 (約 20 cm)

Ⅲ層…黒色土層。パサつく。 (約 30 clll)一 部を除き削平されている。上部より主に縄文時代晩期

の遺物や須恵器 。陶磁器等が出土。畑作地域では、一部を除き削平されている。

Ⅳ層…アカホヤ層 (約 20 cm)上鹿川などの山間部でも、比較的安定した堆積が見られる。遺跡に

よっては、前期・中期の遺物が内部より出土する。

V層…黒褐色土層 (約 20 cm)やや粘質。縄文時代早期の遺構と遺物が出土。住居跡の検出は無く、

ほとんどが集石遺構である。最近では、連結土坑の検出例も増えている。

Ⅵ層…黄褐色土層 (約 20 clll)粘質。旧石器時代の遺物が出土。堆積が良好な遺跡では、AT
層までに、黒褐色土層や黄褐色土層が交互に見られる。

Ⅶ層…AT層 (約 10 cm)今回の事業に伴 う調査では、検出できなかった。五ヶ瀬川北部の矢野原

遺跡や慈眼寺霊苑遺跡などでは比較的安定した堆積が見られる。

Ⅷ層…黒褐色土層 (約 20 cm～ 50 clll)今回の事業に伴 う調査では、検出できなかった。3～ 5

cmのブロック状を呈する。矢野原遺跡で県教育委員会が行った中位の埋上分析の結果、

24,290± 680(22,340B.C)と いう数値が得られている。

Ⅸ層…黄茶褐色土層。粘質。小砂利を含む。上部で石器が出土する遺跡の調査例が県北地域

で見られるようになった。

X層…阿蘇溶結凝灰岩層。岩盤上山間部では、四万十帯の砂岩あるいは花開岩・花南斑岩が

岩盤を形成している。

否 号

1

名  杯

寺 跡

〒 鈴 体 離

延岡市南町にある専念寺が以前あったといわれる。 12 青譴 陸 服
鬱 )の男 ミ扇 ここ発に療のり 剃 影

2 にあつたものを移す

3

4

石塔群

石塔群

文久3年 (1863)銘の地蔵像と1から移された五
がある。
時期不萌め弘涙天師像力ある。  ~ ~~~~

1詳細不明。
E明鶏深瑞報譜れ,±盈_____

5

6
馬頭観音
山の神

人保 11年 (18401の銘ありp
年号等不明n

17 稲荷

~~  1防
空壕建設で移動。祠の中に祀られている。

7 上錘出土地
土錘 (上で作っ売
在が予想される。

庚申塔   1以前埋もれていたのを掘り出して祀っている。

8

9

10

中西石棺跡 石棺があったといわれる。現在、所在不明。

道路拡幅時に消滅。石塔のみ移動。

所冶i6乍 Cty声デ醜 こち死西南戦華時め台場跡:

壕が残る。

薬師堂 靭 護腰蹄 委要3冤 S傷機曝幾F
水 神

射漸糀
魔な球嬢籍〕捲T緞縄1喚翔蛾斧台場跡

11 0に 同 じ。壕 は 消 滅 。 1 フk神    1塀 布行方不明

7 上崎地区遺跡の文化財一覧表
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3.調査区の概要

遺構が検出された 5区、6区、H区、13区、14区、16区、17区、23区を中心に報告する。

5区では、時期不明の土坑が 1基検出された。道路の山側部分は地山まで削平されていたが、谷側

において削平を免れて包含層が残つている部分があり、縄文時代早期の遺物が若干出土した。また、

道路作成時に削った時の上を埋土に利用しているが、埋土中にもチャー トの剥片や縄文土器 。弥生土

器片が見られる。

6区では、尾根が内側に傾斜する中腹部に位置するところで竪穴住居跡の一部を検出した。その外

に、焼土の集中部分を 1基検出したが、掘り込みは見られない。調査区内の包含層からの出土遺物も

多くない。尾根の端部や裾部ではなく、中腹の僅かな平坦部を利用した堅穴住居跡を形成する事例で

ある。類例は、五ヶ瀬川の上流に位置する打扇遺跡などでも見られる。

11区は、標高 100～ 120m程の通称 「原」と呼ばれる台地上に位置し、上崎地区でも一番広い平坦

地域である。また、遺物集中部が見られる数少ない調査地点である。竪穴住居跡を 1軒、土坑を 1基、

焼土集中部を 1基検出している。竪穴住居跡は、検出面積から床面まで 80 cm程で比較的深めの竪穴住

居跡である。

13区も、「原」と呼ばれる台地上に位置し、以前から石鏃等が採集されていた。五ヶ瀬川からの比

高差は 60～80mである。アカホヤ層が確認され、上面で竪穴住居跡 1軒や道路遺構を検出した。轍の

跡と阿蘇溶結凝灰岩を削って整形した道路遺構は、最近舗装された農道以前に利用されていたもので、

曽木から高千穂に向かう高千穂往還から分かれて諸塚に向かう「諸塚往還」の一部である。また、縄

文時代早期と晩期の上坑を各 1基ずつ検出した。

14区も「原」台地の一部である。普段から地元住民による生活道路として利用されており、周辺に

寄せられた遺物から包含層が良好に残ると予想されたため、調査期間を道路横の部分を 1次調査、道

路部分を 2次調査として行った。台地の下辺部を走る道路部分は地形的なものから発掘調査は工事立

会いにして、地元利用者に負担がかからないようにした。調査の結果、集石遺構 12基や土坑 1基・竪

穴住居跡 1軒を検出している。

16区は、「原」の台地が北側の五ヶ瀬川に向かつて下降する端部に位置している。集石遺構 1基と

土坑 1基を検出している。また、倒木痕と思われる土坑内3ヶ所より縄文時代早期から弥生・古墳時

代の遺物が混在して出土している。

17区は、水兼農道工事に伴い調査した 16区に直角にあたる形で排水路建設が予定され、これに伴

つて調査した。80 clll程の調査幅ながら竪穴住居跡を 1軒検出した。検出面から床面までの深さは山側

で 60 cm、 五ヶ瀬サ|1側で 30 cmを 測る。

23区は「原」の台地が東側、五ヶ瀬川に向かつて下降する端部に位置している。竪穴住居跡を 1軒

と縄文時代晩期の土坑 1基、時期不明の溝を 1基検出した。出土遺物は多くない。

24区の各調査区とも工事の規模と耕作の影響等の状況から、遺構を完掘した事例は多くない。遺

構が検出できたのも、水兼農道や現道の改良に伴う比較的広めの幅を調査した事例で、11区の排水路

関係は、極めて稀な調査例である。各調査区ともに制限の多い調査で、多くの遺構が一部しか調査で

きなく、その成果は十分ではない。反面、調査例がほとんどなかつた当地域において、速日峰地区遺

跡や矢野原遺跡、蔵田遺跡、笠下ゴルフ場遺跡と言つた北方地区を代表する遺跡に共通するような縄

文時代早期の集石遺構、弥生・古墳時代の竪穴住居跡を確認でき、これまでの調査空白地帯を埋める

結果となった。
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8 調査区位置図 (1/5,000)
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5区の概要

速 日峰 (868m)から東へ派生する尾根の端部、

標高 90～ 100m程の台地南西端に位置している。

現況は作業道であるため、遺跡は畑部分のみに

残つているのみと予想したが、傾斜部分に包含層

が確認され、縄文時代早期の上器・石器が出上し

ている。

検出遺構

調査区の北西で土坑を 1基検出した。阿蘇溶結

疑灰岩の風化した地層面に掘 り込まれている。楕

円形を呈し、埋土には焼土と炭を含んでいる。遺

物はないため、時期については不明である。

出土遺物

チャー トや砂岩・流紋岩製の剥片や縄文時代早期

の土器片、弥生 。古墳時代の土器片が出上している。

遺物の量は多くない。

まとめ

調査区の北西側のがけ面で、谷に向かって地崩れ

が発生したと思われる痕跡を確認 した。かなり煩雑

に地崩れが発生したようである。

断面観察の結果、埋土中に遺物の発見はなかつた

ものの、焼けた砂岩礫を認めた。

道路部分の埋土中にもかなりの焼けた礫が含まれ

ていた。

周辺の開発には、十分注意する必要がある。

-14-

9.5区遺構配置図 (1/300)



6区の概要

5区の反対側、尾根が内側に傾斜する中腹部に

位置する。

かなりな傾斜地にもかかわらず、包含層が良好

に残るものの遺物の量は多くない。

現況は作業道であるため、復旧後の利用も考え

考えて土手部分を残 して調査を行った。

縄文時代早期の上器・石器が出土している。

検出遺構

調査区の中央部分で竪穴住居跡を 1軒と調査区

の南端部分で焼土集中部を 1基検出した。竪穴住

居跡は一部分の調査のため詳細は不明である。付

属施設としてベッド状遺構がある。床面は平坦で、

主柱穴等に関しては不明である。いずれも小破片

であるが、弥生 。古墳時代の上器片が出上してい

る。

焼土集中部は掘り込みがなく、傾斜部に浅く堆

積する程度である。遺物はなく、時期については

不明である。

出土遺物

チャー ト製の剥片や縄文時代早期の上器片、弥生 e

古墳時代の上器片が出土している。

遺物の量は多くない。

まとめ

5区で調査した斜面のわずかな平坦部を利用して

竪穴住居跡を営む事例が、少しずつではあるが増え

ている。県北地域の五ヶ瀬川中流域の集落の一端を

垣間見るようで興味深い。周辺部の状況はどうなの

か、開発等には十分注意しなければならない。

X

1号住居跡

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２ｍ

ｒ

出

口

辟

Ｈ

田

止

焼
土
集
中
部

８
２蜘‐ヽ０４
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10.6区遺構配置図 (1/600)



11区の概要

5。 6区に比べて比較的安定した平坦部の台地上

に位置している。北東側の五ヶ瀬川に向かつて緩や    エ

かに傾斜する。「原」台地は、包含層も地形同様に

比較的安定している。

調査区の北側はビニールハウスのりF水パイプエ事

により包含層のほとんどが削平されていた。

検出遺構

調査区の南側部分で堅穴住居を 1軒と焼土集中部

を、調査区の南端部分で土坑を 1基検出した。

堅穴住居跡は一部分の調査のため詳細は不明であ

る。付属施設としてベンド状遺構がある。床面は平

坦で、主柱穴等に関しても不明である。凝灰岩の板

状礫を壁に埋め込んだ、棚状のものが検出されてい

る。出土遺物には、弥生・古墳時代の甕等がある。

炭化物の分析で、1710± 40YBPの年代が出ている。

焼土集中部は掘 り込みが深く、焼土も 10cmの厚

みがある。底は 2段になっている。竪穴住居跡と同

じ時期の遺物が出土している。炭化物の分析で、17

70± 40YBPの年代が出ている。

出土遺物

縄文時代早期の上器・石器が多く出土した。

遺構に伴って、弥生 。古墳時代土器・石器も充実

して�ヽる。

まとめ

周辺では、上崎地区―の立地条件が生かされ、

縄文時代早期の集石遺構・連結土坑、弥生 。古墳

時代の竪穴住居跡が検出されている。

今回の調査地域外、あるいは調査区の間にも遺

構の存在が予想される為、開発等には十分注意し

なければならない。

2号住居跡

2号焼土集中部

2号土坑
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11.11区遺構配置図 (1/200)



13区の概要

「原」台地の北西側に位置している。調査区の北

端から五ヶ瀬川に向かつて急激に傾斜 していく。

果樹園の造成によりかなり削平を受けているが、

削平を逃れた部分から竪穴住居跡等を検出している。

柱穴も検出したが、調査区の制限から掘立柱建物

復元できていない。現在は、大きく迂回する緩やか

な傾斜の農道が利用されているが、以前には 13区

を利用して諸塚へ物資を運んでいたという。荷車の

轍と思われる凹部と阿蘇溶結凝灰岩の岩盤を削つて

作つた道の跡 「諸塚往還」を確認 した。

検出遺構

調査区の中央部分で竪穴住居を 1軒と近接して縄

文時代晩期の上坑を 1基、時期不明の柱穴を若干、

調査区南側で縄文時代早期の土坑を 1基、中・近世

期から現在まで使用したと思われる諸塚往還の一部

を検出した。

出土遺物

縄文時代早期の土器・石器が多く出上した。

遺構に伴って、縄文時代早期の石鏃・環状石斧、

縄文時代晩期の石器・土器、弥生 。古墳時代の上器

・石器が出土している。

まとめ

諸塚往還は、当初、城・滝下の船着場を発着と

していたが、取り扱 う産物の量が増加 した為、次

第に上崎や川水流、笠下へと分散して運ぶように

なつたといわれている。検出した諸塚往還は、阿

蘇溶結疑灰岩の岩盤をかなり削り、勾配も工夫さ

れており、工事量からその重要度が推察される。

幸いコンクリー トで固められたものの大きく改

変されずに残ることになった。

今後、こういった遺構にも目を向けて記録保存

を図る必要がある。

-17-

12.13区遺構配置図 (1/400)



0                      15m

13.14区 (1次調査)遵構配置図 (1/300)
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0                           40m

(1/800)14 14区 (1次調査)及び 16区調査 区位置図
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14区の概要

「原」台地の北西側の端部付近に位置している。

調査区の北東端から五ヶ瀬川に向かつて急激に傾斜

していく。

地域住民の生活・作業用道路として使用頻度が高

いため、交通の便と工事への迅速な移行を考慮して

道路の横を中心に行つた 1次調査と、道路部分のみ

の調査を行つた 2次調査の 2ヵ 年に分けて調査を実

施した。道路開設関係によるものか、コンクリー ト

を剥ぐとすぐに縄文時代早期の集石遺構を検出した。

また、大分改変を受けていたが、竪穴住居跡を 1

軒検出した。

検出遺構

縄文時代早期の集石遺構 12基、V層下面から掘 り

込まれた土坑 1基、弥生 。古墳時代の竪穴住居跡 1軒

を検出した。

出土遺物

縄文時代早期の土器・石器が多く出土した。

遺構に伴って、弥生 。古墳時代の土器 。石器が出土

している。

旧石器時代の包含層から、流紋岩製の剥片が若干

出土した。

まとめ

地域へ配慮した調査ではあったが、遺構の一環し

た調査という観点では無理があつた。地元に配慮し

つつ、調査に伴 う十分な期間を以下に確保してくか。

今後に残された課題である。

また、道路幅だけではなく、工事車両に絡んだ付

帯工事にも関心を払 う必要がある。

竪穴住居跡は、木の根による影響からか壁の立ち

上がりが不明瞭で、踏み固められた床面がなくなっ

たところを竪穴住居跡の範囲としている。

12号集石 A
998

10,11号集石

8号集石
1016

1号住居跡
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15 14区 (2次調査)遺構配置図 (1/200)



16区の概要

「原」台地の北東側の端部付近に位置している。

調査区の北東端から五ヶ瀬川に向かって急激に傾斜

していく。
｀

アカホヤ火山灰層の堆積も良好であるが、一部を

除き、V層までの調査を行つていない。

検出遺構  ～

縄文時代早期の集石遺構 1基と弥生・古墳時代の

上坑 1基を検出した。その他、倒木痕と撹乱と思われ

る土坑を検出した。内部には、縄文時代早期から古墳

時代までの遺物が混在している。

出土遺物

旧石器時代及び縄文時代早期の包含層から若干の

遺物が出上した。

遺構に伴つて、弥生・古墳時代の土器・石器も若干

出上している。

まとめ

比較的良好な地理的条件を備えていたが、集石遺構

及び土坑を各 1基検出したにとどまった。

16区に直交する形で排水建設に伴 う17区を調査し、

弥生・古墳時代の竪穴住居跡を 1軒検出した。

調査地の幅は僅かに 80 cmである。

13号集石

6号土坑

-21-

16.16区遺構配置図 (1/300)



17区の概要

「原」台地の北東側の端部付近に位置している。

13区及び 16区をつなぐ調査区であるが、りF水路

工事に伴 う調査のため、幅は僅かに 80 clllである。

それでも、堅穴住居跡を 1件検出している。

検出遺構

弥生・古墳時代の竪穴住居跡を 1軒検出した。

出土遺物

壁際ぎりざりで弥生・古墳時代の甕の日縁部が

出土している。

縄文時代早期及び旧石器時代の包含層から遺物

が出上しているが、量は多くない。

まとめ

比較的厳 しい調査条件であったが、竪穴住居跡

を検出できたことは 1つの成果であった。今後も

僅かな条件でも整えば、調査を行 う必要がある。

遺物包含層は安定しており、今回のような調査

を今後とも積み重ねていく必要がある。

∩
）
⑤
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17.17区遺構配置図 (1/60)



23区の概要

「原」台地の南東側の端部付近に位置している。

調査区の南東端から五ヶ瀬川に向かって急激に傾斜

している。

作業道の改良工事に伴 う調査である。アカホヤ層

の一部まで削平されていた。竪穴住居跡 1軒、土坑

1基、溝 1基を検出した。遺物は多くはない。

竪穴住居跡内より旧石器時代の使用痕剥片が出土

している。

検出遺構

縄文時代晩期の上坑 1基と弥生・古墳時代の堅穴

住居跡 1軒を検出した。その他に、時期不明の溝を

1基検出している。

出土遺物

縄文時代早期の上器・石器が若千出土した。

遺構に伴って、弥生・古墳時代の上器・石器も

若干出上している。

まとめ

作業道のため、アカホヤ火山灰層の一部を残 し上

部は削平されていたが、Ⅳ層下面で竪穴住居跡、土

坑、溝を検出した。

傾斜地であれば、包含層や遺構が削平を免れて残

されている可能性が高い。周辺の開発には十分注意

する必要がある。

1号溝

帝

7号土坑

6号住居跡
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18.23区 遺構配置図 (1/200)



羽て革部てみ|―許睾―
|―
寺1項粋盟ユ

備考 (付属施設等)

一部削平、遺物は別時代 (?)

十一部のみの調査

一部削平、4号と近接する。

30 1 15~手藻てあ 一部削平、3号と近接する。

乙お

「

Lと

~匠
一部削平、6号と近接する。

墓勇軍橿亮軍高 下¬ln l Q⑩ 1 20而 一部削平、5号と近接する。

詐十端寸馬―臨(蜘 ) 人頭大の川原石を使用、8・ 9号と近接する。

1汁:riェ:鰺 _

7・ 9号と近接する。敷石を使用する。

7・ 8号と近接する。敷石を使用する。

130 1(90)1 25 一部のみの調査、11号と近接する。

(95+)1 90 1 20 10号と近接する。

し 一部のみの調査

土器 (16)
アカホヤ層～Ⅳ層上面まで削平

斧 (7)

なし (周辺に同時代土
器 :150～ 151)

ベット状の遺構、一部のみの調査

(?)ベット状の遺構、一部のみの調査

集石遺構  14区 (2次 )

集石遺構  14区 (2次 )

集石遺構  14区 (2次 )

集石遺構  14区 (2次 )

なし

上器 (9,10.12)

土器 (5■ )集石遺構  14区 (2次 )

14区 (2次 )

集石遺構  14区 (1次 )

堅穴住居跡 1 11区

14区 (2次 )

堅穴住居跡 1 23区

⑫箭→ 1律 0

土器 (152～ 158)

土器・石器 (159～ 161)

土器・石器 (162-182)

土器 (183～ 188)

土器 (189～ 190)

浅い土抗 (焼土多 ?)、 一部のみの調査

p■有、一部のみの調査

状施設、一部のみの調査

一部のみの調査

一部のみの調査

一部のみの調査

、一部のみの調査 住居瘍 (?)

上面に焼上が厚く堆積 (10cm)

53

52

140

(70+)

土器 (191～ 192)

土器・石器 (4～ 5)

(225+) 土器・石器 (17～ 20)

土抗    14区 (1次 )

器  (21)

焼土集中部 1 11区

溝    1 23区

)は検出部分の計測値  単位はclll

19.検出遺構一覧表
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4. 黄劃青と勘

旧石器時代

主にⅥ層上面から出上している。上部が削平されている調査区の一部や竪穴住居跡内からの出土

例がほとんどで、量も多くなし屯 遺構の検出もなかつた。工事の大半が、旧石器時代包含層まで達

するものでないため、ほとんどの地区で包含層が保存されることになつた。

1は、頁岩製の剥片尖頭器である。石材が良質ではなく、全体に荒ヤ功日工が施されている。片面

には自然面をそのまま残している。先端部は欠損している。

2は、流紋岩製のスクレイパーである。形状は先頭決石器に似る。先端部を作り出し、全周に丁

寧な加工を施しているc先端部は欠損している。

3は、流紋岩製の使用痕剥片である。 1号竪穴住居跡内より出土している。打面を有し、一部に

自然面が残る。

上崎地医迎跡については、調査区の制約からAT層までの掘り下げは行なつていない。五ヶ羽 十
1

を挟んだ対岸には、蔵田遺跡、駄小屋遺跡、矢野原遺跡などの旧石器時代の遺跡が所在する。

特に、矢野原遺跡ではAT層下位の黒色帯のさらに下層から遺物の出土例があり、上崎地区でも

良好な包含層が残されている可能l■が高彰屹

縄文時代早期

主にアカホヤ層の上面で土坑 1基を、下面で集石遺構 12基と土坑 2基を検出した。また、Nミ
に掘り込まれる形で集石遺構を1基検出したが、アカホヤ層及びⅣ層の一部が削平され、寄せられ

た礫と一緒に砂岩製の打製石斧と撚糸文土器が出土している。遺物の集中部分は■ 区・13区・14

区の一部で見られる。しかし、ほとんどの調査区で量は少ないが確実に出上している。

0                1。 cm

0             5cm

(2/3   2)

- 20.旧石器時代出土遺物 (石器)実測図 (1/2・ 2/3)

-25-
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3号土坑及び 5号土坑は、アカホヤ層の下位で検出された。いずれも一部用地外へ延びている。平

面形はやや変形した円形である。3号土坑はV層の上面をやや浅く削った程度であるが、5号土坑は

下面までの深さが約 35cmあ る。5号土坑ではチャー ト製石鏃 (35)の他若干の遺物が出上した。

3号土坑では、チャー ト製の石鏃と砂岩製の環状石斧が各 1点出土した。環状石斧は薄手で、半分

欠損している。

集石遺構は、13基検出した。敷石を有するものが 2基 (7・ 8号 )、 近接するタイプが 3例 (3・ 4

号、5・ 6号、10。 ■ 号)、 人頭大の川原石を集めたものが 1基 (9号)検出された。その外に、縄文

時代早期の撚糸文遺物と後・晩期所産と思われる打製石斧が礫と一緒にまとめられている事例が 1基

(13号)あ る。

集石遺構からの出土遺物は少なく、土器は一例を除き全て楕円押型文である。

5号土坑

0              1m

―

vチ 苺
慧

―

→

4

o        5cm

―

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

a層

b層

表土層もしくは耕作上

茶褐色土

アカホヤ火山灰

黒褐色土層

黄褐色土層

黒褐色土層・やや粘質

暗黄褐色土層 。やや粘質

縄文時代早期土坑実測図 (1/30)

3号土坑

つ
々
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及び出土遺物 (1/3・ 2/3)



_                  2434

1号集石
102434

透 :::軽 鑢 潔 鰻 嫁 幾 然 等 二  2号
集石

輔

鰻

鞘
〇
〇
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ｒ
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ぷ
脇
酬
潤
圃
翻
御

一
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ｒ
Ｏ

ｒ

一

萌

‐熙　　　蓼
ｏ‐

、　　　　　　　（υ伊挽最的〕　　　山一

一

_100500

22.集石遺構実測図① (1/30)
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易
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8号集石
|

1 必

9号集石
|

101700

号集石

麓
潮
胡
ｒ

十
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〇
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|

23.集石遺構実測図② (1/20(13号集石のみ)■ /30)

」を集石

13号集石

0            50cm

b｀ も手こ発'
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また、狭い調査範囲の影響からか集石遺構の一部が用地外へ延びる例が多い。竪穴住居跡や上部か

らの境乱もあり、配8のような打製石器や弥生土器片が集石遺構の間から出土している。

6は、阿蘇溶結凝灰岩製の叩石である。端部に打痕が見られるものの頭著ではない。赤変している。

7は、砂岩製の打製石斧である。一部自然面が残 り、上部半分と刃部が久損している。

8は、千枚岩製の打製石器である。収穫具の一部とも考えられるが、欠損の為詳細は不明である。

一部に磨痕が残 り、縁の部分に丁寧な加工が施される。

9～ 15は、精円押型文土器である。9～ ■ は精円粒が大きく、灰褐色を呈する。12と 13・ 16は器

壁が厚い。撚糸文を表面は縦方向に、口唇部裏面には横方向に施文する。

百

～24.

16

(1/3)
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25 縄文時代晩期土坑実測図① (1/30)及 び出土遺物実測図 (1/3)

♀         1        lqcm

0                  2m

表土

茶褐色土

暗茶掲色土 (パサつく)

黒褐色土 (パサつく)

明黄褐色土 (や や粘質 )

暗黄褐色土 (粘質 )

4号土坑

代
―――
―――
凹

Ａ
愉
出
即

一

⇔

◆

19

-30-



_  81                _

7号土坑 m 0        5cm

―

26.縄文時代晩期土坑実測図② (1/60)及 び出土遺物実測図 (1/3)

縄文時代後 B晩期

北方地域では、この時期の遺構の検出は早期に比べて極めて少ない。上崎地区遺跡では、土坑を2

基検出するにとどまつた。黒色磨研土器が 16区の倒木痕内及びその周辺で比較的まとまって出上し

ている。

4号土坑及び 7号土坑は、アカホヤ層上面で検出した。いずれも一部用地外へ延びている。

4号土坑の平面形は円形と思われるが、大部分は用地外にあり詳細は不明である。床面は平坦であ

る。付属施設等は不明である。

出土遺物には砂岩製の打製石斧 (17・ 18)、 精製磨研土器の浅鉢 (19・ 20)等が出土している。

17と 18は砂岩製の打製石斧である。17は細身で薄く全体に丁寧なつくり、18はやや幅広で厚く

荒い加工が施される。

19と 20は精製磨研土器の浅鉢である。この他、粗製深鉢の胴部片も出土している。

19は外側から穿孔されている。頸部から胴部への屈曲部に浅い沈線が 4条施文されている。日縁部

から頸部にかけてススが付着している。

7号土坑は、平面形は不定形で、両端には段が作られる。遺物も砂岩製の打製石器 (21)を除いて

出土していないので、詳細は不明である。

21は砂岩製の打製石器である。半分は欠けているが、全体は三日月状をしていたと思われる。自然

面を有し、中央部は厚く、端部に向かつて刃部を作り出す力日工が見られる。収穫具として使用された

と思われる。刃部は一部欠損している。

96537
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縄文時代の石器

縄文時代の石器として、石鏃、スクレイパー、環状石斧、石槍、打製石斧、磨製石斧、礫器、石核、

磨石、凹石、石皿等が出上している。包含層として比較的まとまって出土するのは、■ 区、13区、

14区である。量的には少ないものの、外の調査区でも出としている。環状石斧や石槍、蛇紋岩製の磨

製石斧、局部磨製石斧、石皿などの重要な石器の多くは表採品である。これらの遺物の多くは、調査

区以外の畑の隅に焼け石と一緒に無造作に寄せられていた。今後、周辺の面的な調査が切望される。

22から35は石鏃である。石材はチャー トが多く、流紋岩や安山岩・ホルンフェルスなども使われ

ている。形態はすべて凹基無茎鏃で、基部の快 りが非常に深い鍬型鏃の他、狭 りが浅く長さが長い夕

イプや幅と長さが同じくらいのものがある。

36はチャー ト製のスクレイパーである。先端部は錐としての機能も考えられる。人差し指を当てる

部分を切断技法にて作り出している。
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30 縄文時代出土遺物④ (石器)実測図
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37はホルンフェルス製の石器で、基部が欠損している。両面ともに丁寧な加工によって丸みを帯び

た先端部を作 り出している。中央部にはかすかな磨痕が残る。形態的な特徴から石鏃としたが、類例

が少なく詳細は不明である。

38はチャー ト製のスクレイパーである。鋸歯状の加工が施される。

39は頁岩製のスクレイパーである。全周に細かい加工を施す。半面はすべて自然面である。

40はホルンフェルス製の環状石斧である。5に比べ厚手である。 2/3が欠損している。

41はホルンフェルス製で石槍と思われる石器である。一方の端部には粗い磨痕が見られる。

42～ 47は砂岩製の打製石斧である。42の半面はすべて自然面である。43の刃部は丁寧な磨きによ

って作り出されている。44か ら47は扁平打製石斧である。45と 47は幅身が狭く小ぶりである。

48は蛇紋岩製の磨製石斧である。上部が欠損している。刃部がきれいな U宇形をなしていない。

蛇紋岩製の磨製石斧は、北方地区でも出土例は多くない。石材である蛇紋岩も五ヶ瀬川上流域に包蔵

地があり比較的手に入れにくいため、刃こばれを丁寧に再生しながら使つたのではないかと思われる。

49は緑色岩製で、片面に自然面の残 し円形に仕上げた打製石器である。

50か ら54は礫器である。石材は、50・ 51が頁岩、52か ら54が砂岩製である。

55から58は石核である。石材は 55・ 56がホルンフェルス、57・ 58は流紋岩である。55。 56は

礫の一面からのみ剥離を行っている。57は打面調整後に打面を移動させながら剥離を行っている。58

は打面形成後にその打面を基準にして剥離作業が行われている。

59か ら 64イま敲打器である。 59か ら62が砂岩、 63と 641ま社J章系火山岩類でどある。 59か ら611こ

は部分的に、63と 64には両面に磨痕が入る。63にはカロエによつて凹部を作り出している。

65は砂岩製の石皿で、中央部がかなり凹んでいる。

66は凝灰岩製の石器で両面に比較的大きな凹部を作り出し、側面には一部敲打痕が見られる。

縄文土器

縄文土器は、早期の山形・精円などの回転施文による押型文土器を中心として、撚糸文・刺突文・

押引文・条痕文・無文土器の他、塞ノ神式上器等が出上し、空白期間をおいて、後期から晩期にかけ

ての黒色磨研土器の浅鉢や口縁下部に突帯をもつ粗製深鉢土器が出土する。

出土状況は、石器と同じで、縄文時代早期の土器が包含層として比較的まとまって出土するのは、

■ 区、13区、14区である。量的に少ないものの外の調査区でも出土し、16区の倒木痕及び撹乱と思

われる掘 り込み中から黒色磨研土器が比較的まとまって出土している。

67か ら83は山形押型文土器である。日縁が外反し、山形押型文を表面には横あるいは縦方向に、

内面の日唇部には施文原体を下方向に押圧する例 (67・ 69)と 山形押型文を横方向に施文する例 (70・

73・ 75)がある。口縁部は日唇下部でさらに屈曲する例 (71・ 73～ 75。 77)も ある。

84か ら99は楕円押型文土器である。山形押型文土器 と同様に、口縁が外反し、表面には楕円押型

文を横あるいは縦方向に、内面の口唇部には施文原体を下方向に押圧する例 (89)と 横方向に押圧す

る例 (91)楕 円押型文を横方向に施文する例 (84～88)がある。口縁部は同様に、日唇下部でさらに

屈曲する例 (87・ 88・ 90。 91)が ある。

100か ら ■4は撚糸文土器である。同様に、日縁が外反し表面には撚糸文を縦さらには横方向に、

内面の口唇部に施文原体を下方向に押圧する例 (108)と撚糸文を横方向に施文する例 (100～ 104・

107)がある。日縁部は同様に、日唇下部でさらに屈曲する例 (100～104)がある。■3は内面調整

に撚糸文の原体を利用している。106・ 107の事例は、日縁部から頸部にかけて撚糸文を縦方向に、
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頸部から胴部にかけては横方向に施文するものである。

■5は格子目押型文である。裏面は、剥落している。格子目押型文は、山形や楕円と違って極端に

出土例が少ない。

116は、表面に斜め方向の縄文を施す土器である。内側は、ナデによる調整を行つている。

117は、風化で施文がはっきりしない。表面には粗い縄文を斜め方向施す。日縁部は外反 し、内側

の口唇部にも斜め方向に縄文による施文とナデによる調整が施されている。

■8と 119は貝殻条痕文土器である。口縁は外反、口唇部には原体による押引き文が施される。

120は表面に横方向に凹線による施文がみられる。

121と 122は、貝殻円筒系の土器と思われる。日縁が内傾 し、端部が平たく調整され、貝殻による

押引きや腹縁部をV宇状に押し付ける等の施文方法から、吉田。前平式上器と思われる。当地域の押

型文土器の中には、この上器の影響を受けたと思われるものが散見される。

123に は、外側口縁下部に横方向に貝殻押引き文を施し、さらにその下方に数条の櫛歯状掻痕が見

られる。貝殻による土器調整と思われるが、内外面ともに風化が著しい。裏面は、一部を残しては剥

落している。口縁下部は外側にやや開く程度である。

124-126イ ま無文土器である。 124・ 125は 日縁がタト反するが、126イまやや内傾する。125イま風化が

著しい。

127は、箆描沈線文や連点文などの施文技法から、平袴式土器と思われる。アカホヤ層下位ではな

く、上面の茶褐色土層 (Ⅱ 層)か らの出土である。

128と 129は、表面に刺突文が施された土器である。128に は不規則に施文され、129に は列状に

刺突が施されている。どちらもアカホヤ層下位から出土している。

130の表面には貝殻押引き文が施される。一部ススが付着している。

131の表面には丁寧なナデ調整が施される。ところどころに、撚糸文ではないかと思われる地文が

かすかに見える。

132か ら135は月同部から底部にかけての上器である。内外面ともに丁寧なナデが施されている。133

は一部に沈線が見え、斜め方向に微細な撚糸文が施される。いずれもアカホヤ層下位からの出土例で

ある。132と 138は焼成等から判断して同一回体である可能性が高い。135は、外の 3点に比べ薄手

である。

136か ら138は、表面に沈線区画の間に撚糸文を施す塞ノ神式土器である。町内には、アカホヤ層

下位から貝殻押引き文を施す塞ノ神式上器の出土例もある。アカホヤ層上位からの出土である。

139は表面に横方向の沈線文を、内側には縦方向の沈線文が施されている。小破片のため、詳細は

不明であるが、胎土 。焼成から後期に属する土器と思われる。

140と 141は貼付け突帯文を有する粗製深鉢土器である。

142～ 147は精製磨研土器で、148と 149はその底部である。142・ 143・ 146が浅鉢、144・ 145

は深鉢、147は杭と思われる。144と 145は焼成等から判断して同一回体である可台〕l■が高い。
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弥生 E古墳時代

この時代の遺構として、竪穴住居跡を6軒と土坑 2基、焼土集中部 2ヶ 所を検出した。出土遺物の

ほとんどは、遺構およびその周辺から出土している。竪穴住居跡は、台地平坦部に営まれる例が 3軒、

台地端部に営まれる例が 2軒、傾斜地に営まれる例が 1軒である。傾斜地に営まれる例は、斜面のわ

ずかな平坦部を利用している。

住居跡の規模は、すべての住居跡を全面調査していないため不明であるが、一辺が 3.5～ 4.5mの小

規模なものである。深さは検出面から 30 cIIl～ lmと バ リエーションに富んでいる。壁は山側が深く、

谷側が浅くなっている。床面はほばフラントであるが、柱穴を検出した例は多くない。他地区の調査

例から、主柱穴はほば 4本と思われる。付属施設には、ベッド状遺構や入 り口に利用したと思われる

階段状遺構、土坑、阿蘇溶結疑灰岩の礫を壁に埋めて棚状にしたもの等がある。

住居跡内の出土遺物には、土器類として高杯、甕、鉢、椀、二重口縁壺などがある。石器類には、

石錘、石包丁、叩石、打製石斧、砥石などがある。須恵器や鉄器類は出土していない。

1号竪穴住居跡 (37)

6区、尾根が内側に湾曲する斜面の中腹のわずかな平坦部で検出した。 1/4ほ どの検出で、長軸約

3.5m、 短軸約 2.35m、 深さ約 45 cmを測るが、大部分は用地外へ延びている。床面はフラントで、60

cmほ ど掘 り込まれた柱穴を lヶ所、底面の長軸約 80 cIIl、 短軸約 50 cm、 深さ20cmの 土坑をlヶ 所検

出した。ベット状遺構と思われる高まりがあり、床面ほどではないが、表面はやや硬くなつている。

住居跡内からの遺物の出土はないが、周辺部より高杯の口縁部 (150)と 胴部 (151)が 出土してい

る。

2号竪穴住居跡 (38)

五ヶ瀬)||に 向かつて緩やかに傾斜するものの、6区に比べるとほば平坦部と思われる台地上で検出

された。両辺と 1/4の コーナーのみの検出で、大部分は用地外へ延びている。一辺の長さ約 2.lmの

み確認 した。検出面から床面までの深さは、約 80 cmを測る。床面は途中で段がつくもののほぼフラ

ントで、コ~ナーで 10 cmほ ど掘 り込まれた柱穴を lヶ所検出した。一部上部からの掘 り込みの影響

で、床面が削られている。ベット状遺構と思われる高まりがあるが比高差は 10 cIIl程 度である。北側

の壁、床面から 30～ 40 clllの ところに阿蘇溶結凝灰岩の扁平礫を埋め込んだ棚状のものを検出した。

上面からの遺物等はなく、詳細は不明である。

住居跡からの出土遺物として、甕 (152・ 154・ 156・ 158)、 高杯 (153)、 鉢 (155)、 壺 (157)が

ある。156の甕は、外面に荒い夕タキが施され、指圧痕もみられる。胴部の最大径が口縁部径を下回

る。上部にはススが付着し、底部が欠損している。

3号竪穴住居跡 (40)

13区のほぼ中央部で検出した。住居跡の 1/2を検出している。一辺は 4.4mを測る。他辺は調査区

外で不明である。ベッド状遺構は確認されなかつた。床面はほぼフラットで、検出面から床面までは

約 10 cmを沢1る が、土層断面の観察では、西側で 20、 東側で 40 cIIlで ある。確実な柱穴はlヶ 所のみ

の検出で、床面からの深さは 5 cmと 浅い。中央部には焼上の集中部があるが、下面に掘 り込みはなか

った。北東の隅には、直径約 50 cm、 深さ 10 cm及び直径約 40 cm、 深さ 20 cmほ どの土坑がある。内部

からの遺物はない。
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住居跡からの出土遺物として、若千の上器片と砂岩製の打製石斧 (159)、 同じく砂岩製の砥石 (160)

及び砂質頁岩製の石錘 (161)がある。砥石は熱を受けていて一面のみを使用している。石錘は打欠

き石錘である。重さが 164gほ どあり、比較的重量がある。

4号竪穴住居跡 (41、 42)

14区の 2次調査で検出した。住居跡は木の根の影響で壁の立ち上がりが不明瞭な部分があり、床面

の確認できるところまでを住居跡の範囲としている。したがつて、確実に検出したのは 1/4め コーナ

ーのみであり、一辺 2.8m十 は仮の計測値である。ベンド状遺構は確認できなかった。床面はほぼフ

ラットで、検出面から床面までは約 30 clllを 測る。柱穴も検出できなかった。中央部には焼土の詰ま

つた土坑があり、直径約 70 cIIl、 深さ20 cIIlを測る。内部からの遺物はない。

小規模な住居跡ではあるが、出土遺物は充実している。162は二重口縁壺の口縁部である。櫛描波

状文が施される。安国寺式土器である。163は椀である。内外面ともに磨かれ丁寧なナデ調整が施さ

れる。外側から穿孔されている。164は高杯の月同部である。外面頸部にはナデによる調整が施され、
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ススが付着する。165は密で、復元口縁部の直径は 14.5 cmを 測る。胴部の最大径と口縁部径は、ほぼ

等しい。外面には夕タキのあと、日縁部から頸部にかけてと内面にナデ調整が施される。ススが付着

する。166は甕の胴部である。内外面ともにナデ調整が施される。167は胴部から底部にかけての壺

である。外面にはハケロのあと、内外面ともに指押さえとナデ調整が施される。168は甕の胴部であ

る。外面には夕タキのあと、口縁部から頸部にかけてと内面に指押さえとナデ調整が施される。

169は鉢の底部である。若干上げ底で、内外面ともに指押さえとナデ調整が施される。170は壺の

底部である。内外面ともにナデ調整が施される。171・ 172は甕の底部である。外面は夕タキのあと

指押さえによる調整が行われる。内面は指押さえとナデ調整が施される。173は泥岩製の砥石である。

一部欠損し、底面と側面に顕著な磨痕が見られる。174は千枚岩製の方形石包丁である。刃部は丁寧

に磨いて作られている。両端に挟 りが入る。175は礫岩製の叩石である。端部に剥離痕が残る。176

は砂岩製の打製石斧である。やや湾曲し、刃部の一部が欠損している。土堀具よりも工具的な使われ

方が想起される。177は砂岩製の砥石である。棒状の礫を利用し、側面の利用は認められない。端部

には打痕が残る。178は、砂岩製の石錘である。両端を打欠いている。179か ら 181は砂岩製の砥石

① :責掲色土 (ロ ーム層・アカホヤ

② :黒掲色土 (パサつく)

③ :暗責褐色土 (パサつく)

④ :黒掲色土 (パサつく・アカホヤのブロックを含む)

③ :黄褐色土 (やや粘質・ローム層を含む)

⑥ :黒褐色土 (パサつく・アカホヤのブロックを含む)

⑦ :黄掲色土 (粘質・ローム層まじり)
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2号竪穴住居跡実測図 (1/30)
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である。179は全面に磨痕がみとめられ、かなり使い込まれているが、180と 181は一面のみに使用

痕が認められる。179は、手に持って使用し、180と 181は台等に設置して使われたものと思われる。

182は頁岩製の石器で、片面の中央部に残る磨痕からと砥石とも考えられるが、重量もあり形状も特

異である。

5号竪穴住居跡 (43)

17区で検出した。排水路工事のため、検出範囲の幅が 80 cIIlである。大部分は用地外へ延びている

ため、平面形や付属施設・主柱穴等は不明である。一辺の長さは 4.4mを測るが、長軸・短軸のどち

らに該当するのかは不明である。床面はほぼフラットで、検出面から床面までの深さは、山側で約 55

酔 甥羽

手́

′
′

′
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，

　

′

0                  10Cm

39。 2号竪穴住居跡出土遺物実測図 (1/3)
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cm、 谷側で 30 clllを 測る。中央部で柱穴を 2ヶ 所検出した。床面からの深さは 20 cm前後である。内部

からの遺物はない。出土遺物はほとんどが寮の日縁部と胴部である。183は壁際で出土した。胴部か

ら底部を欠く。口縁部径が胴部最大径をわずかに上回る。調整は内外面ともにハケロとナデである。

ススが付着する。184か ら 186は、内外面ともにナデ調整である。187と 187は外面にハケロと指押

さえナデ、内面には指押さえナデによる調整が施される。188の 口縁はやや波状を呈す。

6号竪穴住居跡 (44)

23区の谷側で検出した。部分は用地外へ延びているため、平面形や付属施設・主柱穴等は不明であ

る。検出した短軸の床面はほぼフラットで、床の状況及び柱穴等から住居跡と判断したが、今後の用

地外の調査に期待したい。検出面から床面までは 70～93 cmを測る。セクション部では床面は緩やか

にくばむ。詳細については不明である。柱穴は隅で lヶ所検出した。床面からの深さは 10 cmほ どで

ある。北側の壁に段が設けられているが詳細は不明である。弥生土器月同部小片が数点出土している。

他に縄文時代後 。晩期の精製磨研土器の浅鉢月同部 (189)と 粗製深鉢土器の日縁部 (190)が 出土して

いる。189は外面がミガキ、内面にはナデで調整されている。190は 日縁下部に突帯文を貼 り付けた

粗製深鉢土器である。内面には指圧痕が見られる。

2号土坑は ■ 区の中央部、アカホヤ層上面で検出された。平面形はほば円形を呈し、長軸 55 cm、

短軸 52 cm、 検出面からの深さ9 cmを測る。奎の底部 (191)と胴部 (192)の他に若干の縄文土器や

チャー ト片 。焼け石が出土している。191の内外面ともにナデと指押さえが施され、外面にはススが

付着している。192はナデによる調整が、内面には指押さえが施される。外面にはススが付着してい

る。

6号土坑は 16区のアカホヤ層上面で検出された。平面形は精円形を呈し、長軸 100 cm、 短軸 85 cm、

検出面からの深さ20 cIIlを 測る。床と壁の境に柱穴が 2ヶ 所掘 り込まれている。柱穴の深さは 20 cmと

40 cIIlを 測る。遺物としては焼礫が若干と砂岩の剥片、弥生土器の小片が出土している。

1号焼土集中部は、6区の 1号住居跡の西側 4mほ ど離れたところで検出された。掘 り込みはなく焼

土が 5 cIIlほ ど堆積している状況である。内部からの出土遺物はない。

2号焼土集中部は、11区の 2号住居跡の近くで検出された。アカホヤ層上面で直径 50 clllほ どの焼

土及びそれに連なる炭の集中部を検出した。焼上の厚さは 10 clllほ どである。焼土と炭の下部で、平

面形が細長い楕円形を呈す土坑が検出された。土坑は長軸 ■8 cm、 短軸 65 cm、 検出面からの深さ28

cmを測る。途中で深さ 7～ 8 cIIlほ どの段がつく。長軸方向に底面にも、主軸から約 40度ずらして円形

の段がつく。5 cmほ ど堀くばめている。内部からの出土遺物には、甕の破片等のほか縄文土器や焼け

石などがある。50 cmほ ど離れた調査区の東側壁でも、厚さが 5 cIIlほ どの焼土集中部がある。掘 り込み

はない。2号焼土集中部に関連する焼土と思われる。

その他の時代

出土遺物がなく時期を特定できない遺構として、5区で土坑を 1基 (1号土坑)、 23区で溝状遺構

を 1基 (1号溝)検出した。また、ごく最近まで利用していたという諸塚往還跡を 18区で検出した。

-48-



101676

① :黄褐色土 (ア カホヤ層含)

② :黄茶褐色土 (やや粘質)

③ :明責茶褐色土 (粘質)

0              1  10Cm

(1/3)/40)及 び出土遺物実測図
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41.4号竪穴住居跡実測図 (1/30)及 び出土遺物実測図 (1/3)
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a:黒褐色土・やや粘質

(焼土・炭含)

b:暗茶褐色土・かたくしまる

(焼土・炭含)

※上部に焼上が多い
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(1/40)43.5号竪穴住居跡実測図
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1号土坑は直径が約 60 cIIl、 深さ 13cmの円形である。

1号溝は調査区に直行する形で、アカホヤ層上面で検出した。検出面での幅は約 55 cm、 深さ10～

20 cmを沢Jる。

諸塚往還跡は、車社会になって台地を迂回する傾斜の緩やかな道路が作られてからは、次第に使わ

れなくなって薮となっていた。表土層を除去すると阿蘇溶結凝灰岩を削って整形した跡が検出され、

13区の中央部では轍の跡を検出した。

撹乱層出土や遺構に伴わない遺物等について記述する。

194～ 196は石錘である。上崎地区遺跡から出土している石錘のほとんどは打欠石錘であり、193

のような切目石錘は珍しい。

197は頁岩を利用した扁平な打製石器である。技法的には 8の打製石器につながるものがある。欠

損しているが、もとの形は方形であったろうと思われる。縁の部分には両側から丁寧な加工を行つて

いる。扁平打製石斧のような土堀具ではなく、何か工具的なものに使つたと思われる。

:表土

黄褐色土 (ア カホヤ層含 )

暗黄褐色土 (パサつく)

暗茶褐色土 (や や粘質)

黄茶掲色土 (や や粘質 )

明黄茶褐色土 (粘質 )

0                 10Cm

189

44.6号竪穴住居跡実測図 (1/40)及 び出土遺物実測図 (1/3)
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2号土坑

Ⅷ
二魏

1号焼土集中部

o            50cm

0 ・               10Cm

① :暗赤褐色土 (パサつく)炭・焼土含

② :暗茶褐色土 (ややパサつく)炭・焼土含

③ :暗黄赤褐色土 (やや粘質)炭・焼土含

2号焼土集中部

45,土坑焼土集中部実測図 (1/20)及 び出土遺物実測図 (1/3)
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198は断面が三角形と突帯が 4条貼 り付けられた土器である。弥生時代後期の中溝式土器ではない

かと思われるが、この 1点のみの出土であり詳細は不明である。

199は砂岩製の使用痕剥片である。剥片の 2辺 に鋸歯状の加工を施 している。重量もある。

200は砂岩製の石核である。千枚質で粒も粗く、良質な剥片は取れなかったと思われる。

201は寛永通宝である。24区にある墓地の横の道から出土した。現在は、ほとんどの墓が累代墓と

して寄せられており、集骨の際、六道銭の一部が排上の中に紛れたものと思われる。

a:暗灰褐色土

(炭・焼土含)

1号土拡

0                     1m

46 1号土坑及び 1号溝実測図 (1/20)

〇
い
時

〇
〇

ｒ

47 道路遺構空中写真① 48 道路遺構空中写真②
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49。 その他の遺物実測図 (1/3・ 2/3)
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番 号 出土地点 層 器種 (石材 )・ 部位 文様・調整 す色調等 (外 ) 文様・調整・色調等 (内 )

最長 cm
(器高)

最幅 cm
(口 底径)

最厚 cm
(胎 土 )

重量 g

(焼成)

1 3区 6 剥片尖頭器 頁岩

2 表採 スクレイパー 流紋岩 無斑晶 ホルンフェルス化 祖母山火山岩類 31

3 住居 1 使用痕剥片 流紋岩 71

4 土坑 1 石鏃 チャート 13

5 土拡 1 県状石分 砂岩

6 集石 4 甲石 堤灰岩 阿蘇溶結凝灰岩 被熱 2550

7 集石 13 打製石斧 砂岩 1725

8 集石1 撹舌[ 打製石器 千枚岩

9 集石10 朱鉢 口縁部 岩円押型文 ナデ 灰褐色 ナデ 暗茶褐色 lmm程度の粒子含む 良好

実石 10 朱体 日縁部 塙円押型文 ナデ 灰褐色 風化 ナデ イこぶい責橙色 風化 mm程度の粒子含む 艮 好

寵石 10 深鉢 月Π部 宥円押型文 灰褐色 スス付着 指押さえナデ にぶい責橙色 mm程度の粒子含む 良好

柔石 10 深鉢 月同部 宥円押型文 赤褐色 指押さえナデ 日吉茶褐色 石英の粒子含む 良好

寵石 8 深鉢 月同部 有円押型文 にぶい橙色 スス付着 風化 指押さえナデ イこぶい黄橙色 スス付着 石英の粒子含む 良好

柔石 7 深鉢 月同部 有円押型文 明赤褐色 指押さえ 明赤褐色 石英の粒子含む 艮 好

築石 7 深鉢 月同部 宥円押型支 赤褐色 ナデ指圧痕 黒赤褐色 01～5mm程 の砂粒含も 良

集石 13 深鉢 口縁部 然糸文 赤褐色 全体にスス 撚糸文 ナデ 暗褐色 全体にスス lmm程度の粒子含む 良好

土坑4 打製石斧 砂岩 欠損 節理面・自然面あり 16

土坑4 打製石斧 砂岩 欠損 節理面あり 1873

9 土坑4 深鉢 口縁部 汁デー部磨き 赤褐色 スス付着 沈線 穿TLあ りナデー部磨き 赤褐色 スス付着 良好

土坑4 浅鉢 月同部 ナデー部磨き 黒茶褐色 全体にススナデ にぶい黄橙色 良好

土坑 7 打製石斧 砂岩 石鎌 ?欠 損 自然面あり 5 23 1057

ら区 石鏃 チャート 先端部 。脚郡欠損 4 13 03 03

5区 石鏃 チャート 脚部欠損 5

14区 1次 5 石鏃 チャート 先端部・脚部欠損 4 10

14区 1次 5 石鏃 安山岩 無斑晶 祖母 山火 山岩類 9

主居 2 石鏃 チャート 即部欠損 9 7

5区 3 石鏃  チャート 4

住居 2 石鏃 チャート 仰部欠損

表採 石鏃 安山岩 無斑晶 祖母 山火 山岩類 ? 3 0 04

表採 石鏃 流紋岩 無斑晶 祖母 山火 山岩類 5

13区 5 石鏃 チャート 4 03

表採 石鏃 チャート 先端部久損 81 3

14区 2次 石鏃 ホルンフェアレス 脚部欠損 1

14区 1次 石鏃 チャート 0

土坑 5 石鏃 チャート 脚部欠損 04 17

14区 2次 5 Kクレイパー チャート節理面あり切断技法 1

表採 鏃 ? ホルンフェ,レス 一部に磨痕あり 脚部欠損 1

表採 5 吏用痕剥片 チャート 諦理面あリ ノジュールの一部 ? 2

13区 5 くクレイハ
°― 頁 岩 日然面あり 打面が残る 635

表 採 景状 石斧  ホルンフェル 1/3欠 損 5 990

表 採 槍 ホルンフェルス 自然面あり 端部 に磨痕 11 5 3

表 採 斧 砂岩 自然面あり 1490

表 採 百介  ホルンフ1/●ス 原岩は頁岩 刃部周辺磨痕あり(局部磨製石斧) 114

44 16区 院舌1 T製石斧 砂岩 一部久損 71 1560

14区 1次 丁製石斧 砂岩 部久損 自然面あり 775

14区 1次 院剖 打製石斧 砂岩 部欠損 自然面あり 粗泣 shパ ッチ入る 少し千枚質 11 7 1025

14区 1次 院舌| 打製石斧 砂岩 自然面あり 75 475

震採 審製石斧 蛇紋岩 全体に磨痕有り 1/2欠損 刃部がやや鈍いV宇型 (再利用?) 3170

表採 弓形石器 緑色岩 自然面あり 緑色珪質頁岩 7 87 12 1201

13区柱穴お 槃器 ホルンフェルス 烹岩 は頁岩 自然面あり 風化強 2 4790

震採 槃器 頁岩 覇理面・自然面あり 4320

14区 1次 寛舌I 果器 砂岩 布理面。自然面あり 41 5400

13区 5 薬器 砂岩 自然面あり 側 面に使用痕 2 3980

16区 党コ 薬器 砂岩 ヨ然面あり 敲打痕あり 2 5000

震採 石核 ホルンフ■lyス ヨ然面あり 打面調整 は不明 8500

13区 5 石核 ホルンフコレス 自然面あり 打面調整なし 5650

表採 石核 ホルンフェルス 自然面あり 打面調整あり 97 10100

表採 石核 頁岩 自然面あり 打面作製後、打面を利用して剥離 内面はノジュール 11700

13区 5 蓉石 砂岩 一部赤変 磨痕あり 57 1275

表採 審石 砂岩 表裏・両側面に磨痕あり 端部に弱い打痕あり 4300

13区 5 審石 砂岩 中→阻粒 表裏面 に磨痕あり 側面ほぼ全周 に打痕あり 3630

13区 5 審石 砂岩 半分欠損 表裏面に磨痕あり 側 面ほぼ全周に打反あり 61

13区 5 暦石 流紋岩 q母山火 山岩類 側面のほぼ全周 に弱い打痕あり 敲打による凹加 工あり

表採 磨石 祖母系 表裏面に磨痕あり 被熱による微細剥離あり 515 8700

表採 石皿 砂岩 表面に細長い凹部あり 220 21500

16区 境 乱 護打器 凝灰岩 珂蘇 4火砕流堆積痕 表冥面及び全周 に弱い打反あり

14区 2次 5 深鉢 口縁部 山形押型文 口縁部ナデ 赤褐色 コ形押型文 口唇都原体押引き 赤褐色 】1～ 2mmの 砂粒含む 良好

14区 2次 5 深鉢 口縁部 山形押型文 褐色 日唇部山形押型文 褐色 光1～ 3mmの 砂粒含む 良好

14区 2次 5 浜鉢 口縁部 山形押型文 暗茶褐色 スス付碧 コ唇都山形押型文 ナデ イこぶい黄橙色 lnm程度の粒子含。石英お 良好

13区 5 深鉢 口縁部 山形押型文 淡灰 黄色 日唇部山形押型文 淡黄色 1～ 4mm程 の砂粒含と 良好

14区 1次 5 深鉢 日縁部 山形押型文 赤褐色 ナデ ロ唇都山形押型文 赤褐色 t～ 5mm程の砂粒含と 良好

50.出土遺物観察表①
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番 号 出土地点 層 器種 (石材 )・ 部位 文様・調整・色調等 (外 ) 文様・調整・色調等 (内 )
晟長 cm
(器高)

最幅 cm
(日・底径 )

最厚 cm
(胎土)

襲
鯨14区 2次 括 深鉢 日縁部 山形押型文 赤褐色 ナデ ロ唇部山形押型文 にぶい黄橙 と～5mm程度の砂粒含む 良好

14区 2次 5 深鉢 口縁部 山形押型文 暗茶褐色 スス付着 ナデ ロ唇部山形押型文 橙色 1～ 5mm程度の砂粒含む 良好

14区 2次 一括 深鉢 日縁部 山形押型文 日音茶褐色 山形押型文 橙色 1～ 3mm程度の砂粒を含も 良好

14区 2次 5 深鉢 日縁部 山形押型文 にぶい黄橙色 スス付着 山形押型文 イこぶい黄橙色 ■160 1～2mm程 度の砂粒含む 良好

14区 2次 5 深鉢 頸部 山形押型文 にぶい黄橙色 ナデ 茶褐色 1～ 2nm程度の砂粒含む 良好

77 14区 2次 5 深鉢 頸部 山形押型文 にぶい黄橙色 ナデ イこぶい黄橙色 1～ 2mm程度の砂粒含む 良好

14区 2次 5 深鉢 頸部 山形押型文 日音赤褐色 ナデ 暗赤褐色 1～ 2mm程度の砂粒含む 良好

13区 5 深鉢 胴部 山形押型文 赤褐色 ナデ にぶい赤黄土色 と～2mm程度の砂粒含む 良好

13区 5 深鉢 月同部 山形押型文 赤褐色 ナデ にぶい赤黄土色 良好

17区 一 括 深鉢 月同部 コ形押型文 橙色 指押さえ ナデ 黄橙色 )1～3mm程の砂粒含と 良好

14区 1次 5 深鉢 月同
=Б

山形押型支 赤褐色 山形押型文  黄褐色 一部スス 1～ 3mm程 の砂粒含む 艮好

14区 1次 5 深鉢 月同部 山形押型支 赤褐色 指押さえ ナデ 責橙色 ボ・白石英含む 良好

13区 5 深鉢 口縁部 宥円押型文 イこぶい浅黄色 ナデ ロ唇部楕円押型文 にぶい灰黄色 ～3mm程 の砂粒含む 良好

13区 5 深鉢 日縁部 宥円押型文 こげ茶色 口唇部構円抑型文 ナデ こげ茶～灰黄土色 3mm程の砂粒含む 良好

14区2次 5 深鉢 日縁部 有円押型文 にぶい黄橙色 指押さえ ナデ 1こぶい浅黄色 ～3nn程 の砂粒含も 艮好

14区2次 5 深鉢 日縁～胴部 青円押型文 赤褐色 スス付着 日唇部構円押型文 指

“

さえ ナデ スス付着 赤褐色 ～3mm程 の砂粒含む 良好

13区 5 深鉢 口縁部 青円押型文 暗茶褐色 日唇都山形押型文 ナデ にぶい褐色 ≒22 ～2mm程度の砂粒含む 良好

13区 5 深鉢 日縁部 宥円押型文 赤褐色 日唇都原体押 引き 赤褐色 )1～ 3mm程 の砂粒含む 良好

14区2次 5 深鉢 日縁部 青円押型支 赤褐色 郵山形押型文 ナデ 赤褐色 ≒16 1～ 3mm程 の砂粒含も 良好

14区 1次 5 深鉢 日縁部 宥円押型文 赤褐色 日唇部原体押引き ナデ 赤褐色 1～2mm程度の細粒子含む 良好

14区 1次 5 深鉢 月同部 清円押型文 日音茶褐色 指押さえ ナデ にぶい黄橙 1～ 4mm程度の砂粒含む 良好

14EX11次 5 深鉢 月同部 隋円押型文 赤褐色 ナデ 赤褐色 lmm程の砂粒含む 良好

14区 1次 5 深鉢 月同部 宥円押型文 赤褐色 ナデ 赤褐色 ～4nln程 の砂粒含も 良好

13区 5 深鉢 胴 部 宥円押型文 赤褐色 スス付着 ナデ 黄土色一部赤褐色 ～5mm程 の砂粒含も 良好

14区 1次 5 架鉢 月同部 有円押型文 黒褐色 ナデ 赤褐色 スス付着 ～lmm程 の砂粒含む 良好

14区 1次 5 案鉢 月同部 壻円押型支 赤褐色 ナデ 赤褐色 ～0 2mm程 の砂粒含む 良好

13区 5 突鉢 月同部 看円押型文 赤褐色一部赤黄土色 ナデ 灰褐色～黄土色 ～3■m程の砂粒含む 良好

14区 1次 5 架鉢 月同部 宥円押型支 赤褐色 ナデ 赤褐色 ～lmm程 の砂粒含む 良好

100 14区2次 5 架鉢 日縁部 然糸文 茶色 ナデ ロ唇部撚糸文 黄土～こげ茶色 1～ 5mm程 の砂粒含む 良好

14区2次 5 架鉢 日縁部 然糸文 黒茶褐色 スス付着 ナデ ロ唇部撚糸支 赤褐色 1～ 5mm程 の砂粒含む 良好

13区 架鉢 日縁部 然糸文 暗茶褐色 ナデ 赤褐色 ■～7mm程の砂粒含む 艮好

13区 5 架鉢 日縁部 然糸支 赤褐色 ナデ ロ唇部撚糸文 赤褐色 1～3mm程の砂粒含む 良好

14区 1次 5 架鉢 口縁部 然糸文 黒灰色 ナデ ロ唇部撚糸文 黒灰色 )1～ 0 4mmの 砂粒含む 良好

14区2次 一拝 朱鉢 月同言ト 然糸文 橙色 ナデ イこぶい責橙色 スス付着 1～ 5mm程 の砂粒含む 良好

14区2次 一lll 突鋏 月同部 然糸文 1こぶい黄橙色 スス付着 ナデ 指押さえ にぶい黄橙色 1～ 5mm程 の砂粒含む 良好

14区 1次 5 架鉢 日縁～胴部 然糸文 暗灰黄色 スス付着 ナデ ロ唇部撚糸文 暗灰黄色 ～5mm程 の砂粒含む 良好

14区2次 5 祭鉢 口縁～胴部 然糸文 指押さえ 黄褐色 ナデ ロ唇部原体押引き 暗黄褐色 ～5mm程 の砂粒含む 良好

14区2次 祭鉢 口縁部 然糸文 暗茶褐色 スス付着 ナデ イこぶい責橙色 ～8皿n程の砂粒含む 良好

0 13区 架抹 胴部 然糸文 赤褐色 ナデ 赤褐色～貢土色 ～4mm程の砂紅含も やや良
1 13区 5 架鉢 月Π部 然糸文 ナデ 黄橙色 ナデ 赤褐色 ～3mm程 の砂粒含も 良好

2 13区 果鉢 月同部 燃糸文 赤褐色 ナデ 赤褐色～黄土色 ～4mm程の砂粒含も 良好

3 13区 衆鉢 月同部 撚糸文 赤褐色 原体調整 ナデ こげ茶 ～5ηm程の砂粒含む 良好

4 14区 1次 突鉄 胴 部 撚糸文 赤褐色 ナデ 赤褐色 ～5mm程の砂粒含も 良好

5 13区 案鉢 月同部 格子目押型文 灰黄土色 ナデ 黄土色 ～3mm程の砂粒含む 良好

6 13区 5 架鉢 胴言悟 縄文 灰黄土色 スス付着 ナデ 黄土～灰黄土色 01～2mm程の砂粒含も 良好

7 14区 1次 5 宋鉢 日縁部 縄文 赤褐色 上部こげ茶 風化 ナデ 黄土色 日唇部縄文 1～ 3mm程の砂粒含む やや 良

8 14区 1次 宋鉢 日縁部 貝殻条痕文 貢褐色 ナデ こげ茶色 01～翫 n程の砂粒含む 良好

9 14区 2次 一 亮 架鉢 顕部 貝殻条痕文 暗茶褐色 ナデ 赤褐色～黒色 )1～ 4mm程 の砂粒含も 良好

13区 5 朱鉢 月同部 凹線文 赤褐色 ナデ 黒色 )1～ 4mm程 の砂粒合も 良好

121 11区 一拝 朱鉢 日縁部 貝殻刺突文 暗赤褐色 口縁部内湾 ナデ H音赤褐色 lmm程の粒子多し 良好

17区 宋鉢 月同部 貝殻刺突文 淡赤褐色 ナデ にぶい黄橙 5mm程 の砂粒含む 良好

ら区 5 架鉢 日縁部 貝殻条痕文 責橙色 風化著しい ナデ こげ茶色 風イヒ著しい ～5mm程 の砂粒含む やや良
13区 5 架鉢 口縁部 無文 黒赤褐色 ナデ 黒色～赤褐色 ～5mm程の砂粒含む 良好

13区 5 朱鉢 月同部 無文 灰責土色 ナデ 黄上～黒灰 風化著しし ～3mm程の砂粒含む やや 良

14区 2次 5 祭鉢 口縁部 無文 赤褐色 口縁部 内湾 指押さえナデ 黄橙色 3mm程 の砂粒含む 良好

23区 2 楽鉢 口縁部 箆描沈線文 連点文 黄橙色 ナデ イこぶい黄橙 )1～ 34rI程の砂粒含む 良好

14区 1次 5 朱鉢 月同部 刺突文 赤褐色 ナデ 赤褐色 ～3mm程の砂粒含む 良好

14区 1次 5 際鉢 月同部 刺突文 黄褐色 ナデ 黄褐色 ～3mm程の秒粒含む 良好

14区 1次 5 深鉢 胴部 貝殻押 引き文 黄褐色 スス付着 ナデ 指押さえ 黄褐色 3mm程の砂粒含む 良好

13区 5 深錬 胴部 撚糸文 ?+ナデ 赤褐色 ナデ 昔褐侮 ～3mm程の砂粒含む 良好

2 13区 5 深鉢 胴部～底部 ナデ 黄土色 ナデ 黄～黒灰色 ～2mm程 の砂粒含む 良好

13区 5 深鉢 月同部～底部 沈線区画 撚糸文 ナデ 淡黄橙色 ナデ 赤黄土～黄土～黒灰色 ～3mm程 の砂粒含む 良好

14区 1次 5 深鉢 胴部～底部 ナデ にぶい赤褐色 スス付着 ナデ にぶい赤褐色 2mm程 の砂粒含む 良好

14区 2次 5 深鉢 月同部～底部 ナデ 責橙色 ナデ イこぶい黄桂色 ～2mm程 の砂粒含む 良好

23区 2 深鉢 胴部 尤線区画 撚糸文 ナデ イこぶい黄橙色 ナデ イこぶい黄橙色 lmm程 の砂粒含む 良好

23区 2 深鉢 月同部 尤線 区画 撚糸文 ナデ イこぶい黄橙色 ナデ にぶい黄橙色 lmm程 の砂粒含む 良好

23区 2 深鉢 月同部 尤線 区画 撚糸文 ナデ イこぶい黄橙色 ナデ にぶい黄橙色 lmm程 の砂粒含む 良好

13区 一括 深鉢 口縁部 黄方向の沈線文 灰赤褐色 縦方向の沈線文 茶褐色 と～lmm程 の砂粒含と やや艮
16区 撹 乱 深鉢 日縁部 お付け突帯文 赤褐色～こげ茶色 ナデ 赤褐色 指圧痕あり 1～ 5mm程の砂粒含む 良好

1 3区 一 括 深鉢 口縁部 祐付け突帯文 灰黄色 ナデ 指押さえ 灰黄色 Dl～2mm程 の砂粒 含 〕 良好

16区 境乱 浅鉢 口縁～頸部 尤線文 ミガキ にぶい赤褐色 ミガキ にぶい赤褐色 lmm程 の砂粒含む 良好

16区 院乱 喪鉢 日縁～頸部 尤線文 ミガキ 茶褐色 スス付着 ミガキ 赤茶褐色 01～3mm程 の砂粒含む 良好

51 出土遺物観察表②
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番 号 出土地点 層 器種 (石材 )・ 都位 文様・調整・色調等 (外 ) 文様。調整・色調等 (内 )
ｍ
リヽ轟肺

最幅 cm
(口・底径)

最厚 cm
(胎 土) 嚢

蛾6区 境乱 深鉢 口縁 ～頸部 を線文 ミガキ 指押さえ 暗灰黄橙色 スス付着 ミガキ 黒茶色 01～2mm程 の砂粒含む

14区 1次 撹舌[ 架鉢 日縁～頸部 沈線 ミガキ 黒灰色 ミガキ 黒灰 上部うすい黄橙色 01～ 4mm程の砂粒含む 良好

16区 撹乱 浅鉢 口縁～頸部 沈線 ミガキ 黒灰色 ミガキ 灰 黄橙色 )lmm程 度の砂粒含む 良好

14区 1次 撹舌[ 宛 日縁～頸部 沈線 ミガキ 暗茶褐色 ナデ ー部ミガキ にぶい黄橙色 ■22 石英の粒子含む 良好

16区 境剖 浅鉢 底部 ナデ 淡橙色 風化 ナデ イこぶい責橙色 )1～ 2mm程 の砂粒含と やや良
14区 1次 院剖 浅鉢 底部 ミガキ 淡橙色 丁寧なナデ にぶい黄橙色 )1～ 2mm程 の砂粒含と 良好

住居 1 苛杯 日縁部 ナデ 淡責色 スス付着 ナデ 淡灰黄色 1～ 2mm程 の砂粒含と 良好

住居 1 高杯 月同部 ナデ 淡黄橙色 ミガキ 黒色 1～ 4mm程 度の砂粒含む 良好

住居 2 甕 口縁部 ナデ イこぶい黄橙 スヌ付着 ナデ 黄橙色 ,1～ 4mm程 度の秒粒含む 良好

住居2 高杯 日縁部 ナデ 黄橙色 ナデ 黄橙色 1～ 4mm程 度の砂粒含む 良好

住居 2 甕 頸～胴部 指押さえナデ 橙色 指押さえナデ イこぶい黄橙 lmm程度の砂粒含む 良好

住居 2 鉢  日縁 部 ナデ 指押さえ にぶい黄橙色 スス付着 ケヽ ロ 指押さえナデ 黄橙色 1～ 4mm程 度の砂粒含む 良好

住居 2 餐 日縁～胴都 荒いタタキ 指庄痕 赤褐色 上部スス付着 ケヽロ 指押さえ にぶい橙色 1～ 1側 の砂粒 河ヽ石含む 良好

住居2 重 月同部～底部 指押さえナデ 橙色 指押さえナデ 淡橙色 ■52 1～ 4mm程度の砂粒含む 良好

住居 2 甕 底部 ミガキ ナデ 赤褐色 スス付着 ナデ 指押さえ 黒色 ,～5nn程度の砂粒含む 良好

住居 3 打製石斧 砂岩 一部欠損 11 807
住居 3 砥石 砂岩 細粒白雲母 熱変 一部打痕あり 132

住居3 石鍾 砂質頁岩
~糾

欠 預 76 1

住居4 二重日縁壷 口縁～頸部 師描波状文 ナデ 指押さえ 橙色 ナデ 指押さえ にぶい黄橙色 ≒20 1～ 4nn程度の砂粒含む 良好

住居4 椀 日縁部 ナデ ミガキ 灰褐色 穿孔あり ナデ ミガキ 灰褐色 ■20 )1程度の砂粒含む 良好

住居4 高杯 胴 部 指押さえ イこぶい黄橙色 スス付着 黄ナデ イこぶい黄橙色 5～ 3mm程 度の砂粒含む 良好

生居 4 甕 日縁～胴 部 ナデ タタキ にぶい黄橙 スス付着 ナデ 桂色 5～3mm程度の砂粒を含む 良好

住居4 甕 月同部 ナデ 黄橙色 ナデ 責橙色 1～ 4mm程度の砂粒含む 良好

住居4 壺 底部 ハク 指押さえナデ イこボい黄橙色 指押さえナデ 黄橙色 風化 1～ 4mm程度の砂粒含む 艮好

住居4 甕 月同部 タタキ 指押さえナデ 淡橙色 指押さえナデ 橙色 風化 lmm程度の砂粒含む 良好

生居 4 琳 底部 指押さえナデ 黄橙色 スス付着 指押さえナデ 黒色 1～ 4mm程度の砂粒含む 良好

笙居4 甕 底部 ナデ 指押さえ 黄橙色 ナデ 指押さえ 茶灰白 1～ 5mm程 の砂粒 含 す! 良好

1 住居4 壺 底部 タタキ 指押さえ 赤褐色 ナデ 指押さえ 黒灰 ～淡灰色 ～5mm程度のの砂粒含む 良好

2 住居4 甕 底都 タタキ 指押さえ 淡橙色 ナデ 指押さえ 橙色 1～ 5mn程 の砂粒含む

3 主居4 砥石 泥岩 一部欠損 底面と側面に顕著な磨痕あり 1458
4 主居 4 石包丁 千枚岩 方形 両端 に狭り

5 住居4 叩石 礫岩 端部に剥離痕 87 55

主居4 打製石斧 砂岩 やや湾曲する 刃部一部欠損 50 7500
7 主居4 砥石 砂岩 側面利用なし 端部 に打痕あり 4300

主居 4 石錘 砂岩 打欠石錘 7190
住居4 砥石 砂岩 なゝり使い込まれている 07

=居
4 砥石 砂岩 面のみの使用 1100

1 主居 4 砥石 砂岩 面のみの使用 11 1300
主居 4 砥石 ? 頁岩 中央部を集中的に利用 7520
主居 5 甕 口縁～胴部 ケロ ナデ 赤褐色 全体的にスス付着 レヽケロ ナデ 赤褐色 252 ～4mn程 度の砂粒含む 不 良

主居 5 甕 日縁部 ナデ 淡黄橙色 スス付着 ナデ にぶい黄橙色 ～2mn程度の砂粒含む 艮好

主居 5 甕 頸部 ナデ 橙黄色 スス付着 ナデ 桂色 ～2mm程度砂粒含む 良好

主尼 5 甕 日縁部 デ 浅黄橙色 スス付着 ナデ 浅黄橙色 ～5mm程度の砂粒含む 良好

主居 5 甕 月同部 ハケロ 指押さえナデ 橙色 スス付 ナデ 指押さえ 橙色 2mm程度の砂粒含む 良好

主居 5 甕 日縁部 ケヽロ 指押さえナデ 黄橙色 ナデ 指押さえ 赤褐色 ～2mm程度の砂粒含む 良好

主居 6 浅鉢 頸部 ミガキ H音茶褐色 ナデ 指押さえ 暗茶褐色 石英の粒子含む 良好

190 主屋 6 朱鉢 頸～胴部 貼付け突帯文 赤褐色 スス付着 デ 日音茶褐色 指圧痕あり 1～5mm程 の砂粒含む 良好

土坑 2 密 底部 デ 指押さえ 橙色 スス付着 ナデ 指押さえ イこぶい黄橙色 良好

土坑 2 錘 胴 部 ナデ 指押さえ イこぶい橙色 スス付 1～2mm程 の砂粒含む

4区 1次 3 百錘 砂岩 切 目石錘 29 10

3区 8 百錘 流紋岩 祖母 山火 山岩類 ホルンフェルス化 打欠石錘 615 20 950
6区 挺 百錘  ホルンフェルス 原岩祖母火山岩類の溶結擬灰岩 ? 打欠石錘 15 H00

16区 一拝 百錘 砂岩 中～細粒 打欠石錘 445 16 625
23区 一揮 打製石器 頁岩 部欠損 70 800

198 6区 一 杞 甕 月同部 突帯文 ナデ 淡黄橙色     |ナデ 指押さえ 黄橙～灰黄色 1～ 2mm程 の砂粒含む 良好

4区 1次 一 杞 用痕剥片 ホルンフェル 字型に鋸歯状の加工を施す 4820
4区 1次 猫 石核 砂岩 極荒粒、Shパッチ入り 千枚質 156 約 31Kg

24区 括 古銭 寛永通宝

52.出土遺物観察表③
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イこ

本年度までの県営農地保全整備事業に伴 う埋蔵文化財調査で検出された遺構は、縄文時代の早期の

集石遺構 13基・土坑 2基、縄文時代晩期土坑 2基、弥生・古墳時代の竪穴住居跡 6軒・土坑 2基 。

焼土集中部 2ヶ所、時期不明の上坑 1基、溝 1基である。

また、近世 (中世 ?)か らごく最近まで利用されていた諸塚往還の一部を確認した。

遺物では、旧石器時代の剥片尖頭器 。使用痕ユ1片・スクレイパー、縄文時代早期の石器・土器、弥

生・古墳時代の石器・土器、寛永通宝などが出土している。

旧石器時代では、遺構の検出はなく、包含層からの出土遺物も少ない。工事の多くが包含層までに

達しないため、大部分は保存される形となつた。遺物のほとんどは、住居跡内及び埋土中から出土し

ている。近接地域では、AT層が確認され、さらにその下位の層から遺物の出土例が増えている。ま

た、対岸の蔵田遺跡や矢野原遺跡などの堆積状況から、周辺には良好な包蔵地が予想され、今後の開

発行為には十分注意する必要がある。

縄文時代では、アカホヤ層下位より集石遺構や土坑が検出され、土器や石器が出土した。一部耕作

等による削平が縄文時代早期面まで及んでおり、打製石斧、石核などが焼けた礫と一緒に畑の横に無

造作に寄せられている。また、埋土中・撹乱部から重要な遺物の出土例も少なくない。周辺部では、

連結土坑などの検出例もあり、埋土中あるいは寄せられた焼け石の量から考えると、周辺には、削平

を免れた遺構がまだ多く残つていると予想される。

当地域における弥生・古墳時代の竪穴住居跡の検出例は、これまでの調査例に最近調査された延岡

～北方道路の調査事例を加えると 50例を超える。その中には、急傾斜地や尾根の端部などから検出

された竪穴住居跡の調査例もあり、山間部における集落のあり方を考える上で興味深い。調査区の制

限から、今回検出した竪穴住居跡の多くは一部分の調査にとどまつた。今後、周辺の開発事業と調整

しながら継続して調査を行える体制を構築したい。

諸塚往還の確認は、改めて「道」の重要性に対する認識を新たにすることができた。上崎地区は、

台風に伴 う増水により道路が寸断され、更には TR高千穂鉄道の廃上により、買い物や通院等の住民

生活や地区の特産品であるみかん・桃の出荷に大きな制約があつた。農地保全整備事業は地域の社会

経済基盤の強化に寄与し、上崎橋の架橋、更には予定されている延岡～北方道路の開通で更なる利便

性が高まると期待されている。こうした中での歴史の中で埋もれた 「諸塚往還」の再発見は、新たな

地域づくりの『資源』を提供することになった。

これまで、上崎地区内において農地保全整備事業以外でも、様々な開発行為に先立って埋蔵文化財

調査を行ってきた。文化財保護法をご理解いただき、開発事業者、工事関係者、行政当局、さらには

地元の皆さんをはじめとする関係各位の協力に支えられて調査を行い、多くの成果を上げることがで

きた。また、市民への雇用の場を提供することもでき、文化財保護と開発事業との調整を通じて、発

掘調査や埋蔵文化財への理解も以前に比べて深まりつつある。

本書を通して、これからも埋蔵文化財事業に多くの方々のご支援とご協力をいただき、地域の歴史

や文化に関する理解を深めるとともに、現代社会において求められている豊かな人間性の涵養を図る

一端ともなれば幸いです。

また、事業年度等の制限から、多種多様な遺構・遺物について深く考察を行 うことができなかつた。

今後、機会を設けてその責を果たしたいと考えている。

Ⅲ
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53 上崎地区航空写真 (昭和 23年米軍撮影)

54.事前健康指導の様子 55 中学生体験学習
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